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奈半利町長

齊藤 一孝
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謹
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新
年
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ご
祝
辞
を
申
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ま
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町
民
の
皆
さ
ん

新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
と
り
ま
し
て
、新
し
い
年

が
夢
と
希
望
に
満
ち
た
幸
多
い
年
と
な
り
ま
す

よ
う
、心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、世
界
的
な
不
況
が
日
本
を
襲
い
、経

済
は
急
激
に
落
ち
込
ん
だ
大
変
厳
し
い
年
と
な

り
ま
し
た
。そ
う
し
た
状
況
の
下
、政
権
が
交
代

し
、新
た
な
国
政
運
営
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。

　

新
政
権
は
、年
金
・
医
療
・
子
育
て
支
援
・
雇
用

対
策
の
充
実
・
公
共
事
業
の
大
幅
な
見
直
し
・
高

速
道
路
の
無
料
化
・
農
業
補
償
な
ど
旧
政
権
の

政
策
を
大
き
く
転
換
し
て
い
ま
す
。こ
う
し
た

新
し
い
政
策
が
地
方
の
人
々
に
と
っ
て
生
き
が

い
を
持
っ
て
暮
ら
し
て
い
け
る
も
の
で
あ
る
よ

う
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
町
と
し
て
も
、地
域
活
性
化
に
繋
が
る

政
策
提
言
を
積
極
的
に
行
っ
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
の
町
政
は
、厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、

交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
る
町
の
活
性
化
や
、農

業
・
漁
業
な
ど
の
基
幹
産
業
の
充
実
・
強
化
、介

護
・
保
健
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、若
者
が
定

住
で
き
る
町
づ
く
り
、広
域
行
政
、行
財
政
改
革

等
を
柱
と
し
て
推
進
し
て
お
り
、早
急
に
取
り

組
む
べ
き
の
も
の
と
し
て
近
い
将
来
、必
ず
く
る

と
い
わ
れ
る
南
海
地
震
へ
の
対
応
等
災
害
に
強

い
町
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
が
重

要
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、住
居
や
公
共
施
設
等
の
耐

震
補
強
を
進
め
る
と
共
に
、早
期
に
町
内
全
域

で
の
自
主
防
災
組
織
の
設
立
と
防
災
訓
練
の
充

実
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

一
次
産
業
を
中
心
と
す
る
「
産
業
の
振
興
」

で
は
、ほ
場
整
備
が
完
了
し
、今
後
、所
得
の
向

上
に
繋
が
る
施
策
に
取
り
組
み
、漁
業
も
含
め

就
業
者
を
育
成
す
る
こ
と
や
、一
・
五
次
産
業
と

し
て
の
特
産
品
作
り
を
進
め
、地
産
地
消
・
外
商

に
よ
る
地
場
産
業
の
振
興
に
よ
り
、で
き
る
だ

け
多
く
の
雇
用
を
生
み
出
し
、住
民
の
生
活
力

の
向
上
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、東
部
自
動
車
道
、地
域
高
規
格
道
路
、

ご
め
ん・
な
は
り
線
等
交
通
の
要
衝
と
し
て
の
機

能
を
高
め
る
と
共
に
、本
年
度
は
、都
会
と
の
格

差
を
な
く
す
情
報
・
通
信
基
盤
の
整
備
に
も
取

り
組
み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

保
健
福
祉
業
務
に
つ
い
て
は
、昨
年
サ
ー
ビ

ス
の
質
と
量
の
向
上
を
図
る
目
的
で
、中
芸
広

域
連
合
へ
一
元
化
を
行
い
ま
し
た
が
、住
民
の

皆
さ
ん
の
健
康
や
福
祉
を
守
る
た
め
、今
後
も

よ
り
一
層
の
充
実
を
図
る
な
ど
、子
育
て
支
援

や
若
者
定
住
、高
齢
社
会
の
中
で
、安
心
し
て
暮

ら
せ
る
社
会
資
本
・
機
能
の
充
実
等
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、町
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
住
民
パ

ワ
ー
、住
民
参
画
を
推
進
し
、人
材
育
成
を
推
進

し
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
、日
々
変
化
す
る
新
た
な
課
題

に
住
民
の
目
線
で
柔
軟
に
対
応
す
る
よ
う
心
が

け
て
い
き
ま
す
。

　

今
月
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
龍
馬
伝
」や

「
土
佐
・
龍
馬
で
あ
い
博
」
も
開
催
さ
れ
ま
す
の

で
、こ
れ
を
機
に
一
層
、高
知
県
や
奈
半
利
町
の

活
性
化
に
繋
げ
る
と
共
に
、「
奈
半
利
町
に
住
み

た
い
、住
ん
で
良
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
町
」に
向

け
、全
力
で
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
あ
り
ま

す
の
で
、本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

結
び
に
、皆
さ
ま
の
益
々
の
ご
健
康
と
ご
多

幸
を
祈
念
し
ま
し
て
、年
頭
の
ご
挨
拶
と
致
し

ま
す
。
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☆
町
の
ニ
ュ
ー
ス

高知県国公立幼稚園
ＰＴＡ研究大会開催
　　　　　　　（開催園：奈半利幼稚園）

雇用対策で９人　ＮＰＯ・地元企業が事業展開！

新たな奈半利町総合計画を策定します

意欲的な班別協議

奈半利幼稚園ＰＴＡの
発表風景

　１２月１日、森林保全・雇用対策を目的とした国が進め
る「森林の緊急雇用事業」が開始されました。同事業に
は地域の雇用創出を目指す「ＮＰＯ法人奈半利ワークＷ
ＥＢ」及び地元企業の計４団体が事業体として承認され
ており、ふるさと海岸の松枯れ防止対策や、緩衝帯の刈
り払い等を１２月から２月末までの３カ月間実施する予
定です。

　１２月１９日には、ふるさと海岸の東西約１,３００メー
トルに広がる松林約２００本が、松食い虫による被害で
立ち枯れするのを防ぐための薬剤注入個所へのマーキン
グ作業が行われました。
　寺村理事長は「９人の雇用が生まれたことは非常に大
きい。今後も国及び県の補助事業に積極的に申請し、地
域の雇用促進に繋げていきたい」と話していました。

　１２月２日（水）午前９時から奈半利町民会館や奈半利
幼稚園等を会場に、高知県国公立幼稚園ＰＴＡ連絡協議
会主催による、第３０回高知県国公立幼稚園ＰＴＡ研究大
会が開催されました。
　本大会は、毎年、県内の国公立幼稚園のＰＴＡが、各
地区で日頃行っている、様々な取り組みや研究内容を発
表し、協議するもので、本年は「奈半利幼稚園」が開催
園となり、準備・運営・発表を行いました。
　新型インフルエンザの影響も心配もされましたが、平
日にもかかわらず、町内外から約１５０人が参加し盛大に
行われました。
　午前中は、開会行事の後、開催園である奈半利幼稚
園ＰＴＡと、次期開催園である夜須幼稚園ＰＴＡの取り組
みの発表が行われました。
　午後からは、６つの班に分かれ協議が行われ、今回の
テーマである生活習慣に関し、各幼稚園ＰＴＡや家庭の
「早寝・早起き・朝ごはん」の取り組みや問題、解決方
法などの意見交換が活発に行われました。
　その後、講師の高知県生涯学習研究所所長、明神宏
和先生による「心と成長のメカニズム」という演題の講
演会が行われ、盛会のうちに終了しました。
　参加した保護者にとって、保護者自身が自分達の在り
方を再確認させられるような、これからの幼児教育に役
立つ中身の濃い大会になりました。

　奈半利町では、現行の総合計画（基本構想、後期基本計
画）の期間が平成22年度末で終了することから、新しい総
合計画の策定に向けて作業を開始しました。
　奈半利町総合計画は、奈半利町の行政運営の基本とな
る最重要の計画であり、部門別の計画は総合計画との整合
性を保ちながら策定されます。また、これからの計画は、行
政と町民のみなさまが共有できるものとし、それぞれの立
場から力を合わせて推進できるものとしていきます。
　策定する総合計画の概要は、基本構想（平成23年度から
10年間）及び前期基本計画（平成23年度から5年間）で、ま
た前期基本計画を踏まえた事業実施計画（平成23年度か
ら5年間）も策定します。　
　計画づくりは、既存資料等の文献調査による作業のほ
か、町内の各種施設や観光スポット等を対象とする現地調
査、住民アンケート調査、町内の各種団体・機関・事業所等
を対象とする各種懇談会、役場の各課や職員を対象とする
各種調査等を基礎作業としており、住民のみなさんをはじ
め各種団体・機関・事業所等の方々のご意見をいただきな
がら作業を進めていくこととなりますので、ご理解とご協
力・ご参加をお願いします。

　なお、計画づくりに係る作業の一部を、調査及び計画策
定支援の専門機関である株式会社くろしお地域研究所（高
知市宮前町82番地）に委託しております。現地調査や各種
懇談会等の際には、みなさまのご協力をお願いします。
　各種調査等とあわせて、奈半利町総合計画へのご意見
やご提案を広く募集し、いただいたご意見・ご提案を策定
作業の参考とさせていただきます。

　総合計画へのご意見・ご提案は、次の方法をご利用くだ
さい。

　①奈半利町役場入り口に設置している「総合計画提案
箱」への投函

　②郵便、ファクシミリ、Ｅメール
　　奈半利町役場総務課　総合計画　係

　　〒781－6402　高知県安芸郡奈半利町乙1659番地1
　　ファクシミリ　　0887－38－7788
　　メールアドレス　soumu@town.nahari.kochi.jp

講演を真剣に聞く
保護者達
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新
年
明
け
ま
し
て 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

皆
様
に
は
輝
か
し
い
希
望
に
満
ち

た
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
も
新
た
に
議
長
の
要
職
に
就
き

ま
し
て
、
初
め
て
の
新
年
を
迎
え
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
就
任
以
来
、

町
政
の
進
展
と
円
滑
な
議
会
運
営
に

微
力
を
捧
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
町
民
の
皆
様
か
ら
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
温
か
い
ご
指
導
や
ご
厚

情
に
対
し
ま
し
て
、
心
よ
り
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
夏
の
衆
院
選
に
お
い
て

は
、
民
主
党
の
圧
勝
に
よ
る
歴
史
的

な
政
権
交
代
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
民
主
党
の
掲
げ
る
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
の
実
現
に
向
け
て
施
策
が
展
開
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

首
相
の
献
金
擬
装
問
題
や
廃
止
す
る

と
し
て
い
た
ガ
ソ
リ
ン
税
率
の
維

持
、
た
ば
こ
税
の
引
き
上
げ
、
環
境

税
の
創
設
に
向
け
て
の
措
置
な
ど
、

国
民
が
期
待
す
る
施
策
か
ら
の
転
換

が
見
え
始
め
て
い
ま
す
。　

　

当
町
で
は
、
地
域
活
性
化
・
経
済

危
機
対
策
及
び
生
活
対
策
臨
時
交
付

金
事
業
に
よ
る
諸
施
策
の
展
開
を

図
っ
て
い
ま
す
が
、
建
設
業
を
は
じ

め
と
す
る
各
業
種
と
も
に
大
変
厳
し

い
経
済
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
を
踏
ま

え
、
私
達
議
員
も
真
に
何
が
必
要
な

の
か
的
確
に
判
断
し
、
行
政
と
の
意

思
疎
通
を
図
り
な
が
ら
、
議
員
一
丸

と
な
っ
て
町
政
発
展
の
た
め
、
豊
か

で
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
目
指
し

て
、
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
町
民
の
皆
様
の
ご
健
勝

と
、
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

VOL.116

議
　
長

　 

木
下
　
　
清

副
議
長

　 

中
川
　
和
明

議
　
員

　 

寺
村
　
真
吾

　
〃
　

　 

安
岡
　
規
雄

　
〃
　

　 

竹
内
　
哲
夫

　
〃
　

　 

前
田
　
勝
亀

　
〃
　

　 

竹
﨑﨑
知
之
武

　
〃
　

　 

小
笠
原
　
良

　
〃
　

　 

山
中
　
　
茂

　
〃
　

　 

大
西
　
洋
三
　

　

（
議
席
順
）

本
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

平
成
二
十
二
年
一
月

▲１月１０日に行われた消防出初め式（田野小学校）

木下　清　議長
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住
所　

奈
半
利
町
乙
１
３
８
９
番
地
３

氏
名　

上
村　

孝
文

職
業　

建
築
業

生
年
月
日　

昭
和　

年
７
月　

日

３０

１８

◆
条
例
の
改
正

○
奈
半
利
町
携
帯
電
話
等
エ
リ
ア
整

備
事
業
分
担
金
徴
収
条
例

　

携
帯
電
話
等
エ
リ
ア
整
備
事
業
に

要
す
る
費
用
に
充
て
る
た
め
、
地
方

自
治
法
第
２
２
４
条
の
規
定
に
基
づ

き
当
該
事
業
に
よ
り
利
益
を
受
け
る

者
（
通
信
事
業
者
）
か
ら
分
担
金
を

徴
収
す
る
も
の
。

 

賛
成
者
全
員
（
可
決
）

○
奈
半
利
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

　

社
会
保
険
の
保
険
料
等
に
か
か
る

延
滞
金
を
軽
減
す
る
た
め
の
厚
生
年

金
保
険
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
い
、
当
町
で
徴
収
す
る

長
寿
医
療
制
度
の
保
険
料
に
つ
い
て

も
延
滞
金
の
軽
減
措
置
を
設
け
る
も

の
。

 

賛
成
者
全
員
（
可
決
）

○
奈
半
利
町
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付

条
例
を
廃
止
す
る
条
例

　

住
宅
新
築
資
金
等
の
貸
付
が
平
成

８
年
度
を
も
っ
て
終
了
し
、
現
在
は

貸
付
金
の
償
還
の
み
と
な
っ
て
い
る

こ
と
に
対
応
す
る
た
め
、
奈
半
利
町

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
条
例
を
廃
止

し
、
な
お
償
還
の
完
了
し
て
い
な
い

者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
効
力
を
有
す

る
こ
と
を
定
め
る
も
の
。

 

賛
成
者
全
員
（
可
決
）

○
奈
半
利
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
の
一
部
変
更

　

奈
半
利
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
に
通
信
用
鉄
塔
施
設
及
び
そ
の
他

の
情
報
化
の
た
め
の
施
設
を
追
加
・

変
更
す
る
も
の
。

 

賛
成
者
全
員
（
可
決
）

◆
意
見
書

○
現
行
保
育
制
度
の
堅
持
・
拡
充
を

求
め
る
意
見
書

　
　

提
出
者　

中
川
和
明
議
員

 

賛
成
者
全
員
（
可
決
） 

 
○
調
査
事
件

（
１
）
緊
急
雇
用
創
出
事
業
の
執
行

状
況

（
２
）
海
浜
セ
ン
タ
ー
建
設
計
画

（
３
）
慶
応
義
塾
大
学
と
の
今
後

（
４
）
そ
の
他

　
　
　

毅
生
活
対
策
臨
時
交
付
金
事

業

　

以
上
各
所
管
す
る
担
当
課
長
等
か

ら
事
業
等
の
説
明
及
び
報
告
を
受
け

協
議
し
た
。

 
○
調
査
事
件

（
１
）
交
付
金
事
業
の
実
施
状
況

（
２
）
現
地
調
査（
海
浜
セ
ン
タ
ー
・

ふ
る
さ
と
海
岸
）

（
３
）
そ
の
他

　
　
　

毅
奈
半
利
港
入
口
の
防
波
堤

撤
去

　

地
域
振
興
常
任
委
員
会

（
１
回
目
）　

　
　
　

（　

月　

日
）

１１

１２

　

地
域
振
興
常
任
委
員
会

（
２
回
目
）　

　
　
　

（　

月　

日
）

１２

１０

　
　
　

毅
宇
川
の
旧
国
道
橋
梁
の
廃

止
に
伴
う
国
道
へ
の
出
入

口
の
改
良

　
　
　

毅
加
領
郷
の
旧
国
道
橋
梁
の

耐
震
調
査
要
望

　
　
　

毅
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
事
業
の

経
過
報
告

＊
各
所
管
す
る
担
当
課
長
等
か
ら
事

業
等
の
説
明
及
び
報
告
を
受
け
協

議
を
行
っ
た
。

 
○
調
査
事
件

（
１
）
地
域
介
護
・
福
祉
空
間
等
施

設
整
備
事
業
（
樋
ノ
口
老
人

憩
い
の
家
跡
地
へ
の
建
築
）

（
２
）
地
域
情
報
通
信
基
盤
（
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
）
整
備
事
業

（
３
）
そ
の
他

＊
各
所
管
す
る
担
当
課
長
等
か
ら
事

業
等
の
説
明
及
び
報
告
を
受
け
協

議
を
行
っ
た
。

　

総
務
民
生
常
任
委
員
会

　
　
　

（　

月　

日
）

１２

１０

▲ふるさと海岸整備事業によって完成した舗装工事

上村　孝文 氏

　　襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横
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○
職
員
の
採
用

　

一
般
職
員
及
び
幼
稚
園
教
諭
（
保

育
士
）
を
採
用
す
る
た
め
、
去
る　
１０

月　

日
に
全
国
統
一
１
次
試
験
を
受

１８
験
者　

人
に
よ
り
実
施
、　

月　

日

１７

１１

１１

に
は
「
論
文
」
と
「
面
接
」
の
２
次

試
験
を
行
い
、
一
般
職
１
人
、
幼
稚

園
教
諭
職
１
人
を
決
定
し
た
。

　

な
お
、
採
用
は
平
成　

年
４
月
１

２２

日
と
し
て
い
る
。

○
奈
半
利
会　

　

去
る　

月　

日
、
横
浜
市
で
第　

１０

１７

１８

回
関
東
奈
半
利
会
が
関
東
在
住
の
会

員　

人
、
町
か
ら
は
町
長
、
副
議
長

１３
が
出
席
し
、
合
わ
せ
て　

人
の
参
加

１５

で
総
会
が
開
催
さ
れ
、
翌
日　

日
に

１８

は
、
大
阪
市
鶴
見
区
で
第　

回
関
西

１６

奈
半
利
会
が
、
関
西
在
住
の
会
員　
１７

人
、
町
か
ら
町
長
、
議
長
他
２
人
が

出
席
し
、
合
わ
せ
て　

人
の
参
加
で

２１

総
会
が
開
催
さ
れ
た
。　

　

ま
た
、　

月　

日
に
は
三
翠
園
に

１１

２７

お
い
て
、
高
知
奈
半
利
会
が
高
知
市

等
の
会
員　

人
に
、
奈
半
利
町
か
ら

２９

議
会
議
員
・
町
執
行
部　

人
、
合
わ

１８

せ
て　

人
の
参
加
で
、
盛
大
に
開
催

４７

さ
れ
た
。

　

特
に
、
平
成
８
年
以
来
の
開
催
と

な
っ
た
高
知
奈
半
利
会
で
は
、
町
の

近
況
報
告
や
地
域
活
性
化
に
向
け
た

特
産
品
を
紹
介
す
る
な
ど
、
議
会
・

執
行
部
・
町
民
が
一
体
と
な
っ
て
活

性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
伝

え
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
ふ
る
さ
と
奈
半

利
町
の
こ
と
を
懐
か
し
み
な
が
ら
心

温
ま
る
応
援
を
い
た
だ
く
な
ど
、
今

後
の
本
町
に
と
っ
て
良
い
交
流
の
機

会
と
な
っ
た
。

○
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
は
、

通
常
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
比
較
し

て
発
症
率
が
高
く
、
特
に
既
往
症
の

あ
る
方
は
重
症
に
な
る
場
合
が
あ
る

た
め
、
そ
の
症
状
や
感
染
予
防
な
ど

に
つ
い
て
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

　

医
療
機
関
に
お
け
る
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
状
況
は
、
基
礎
疾
患
を
有
す
る

も
の
（
最
優
先
者
）
及
び
妊
婦
は　
１１

月　

日
か
ら
、
基
礎
疾
患
を
有
す
る

１６
も
の
（
そ
の
他
優
先
者
）、
乳
幼
児

（
１
〜
６
歳
）、
小
学
校
１
〜
３
年

生
は　

月
４
日
か
ら
接
種
を
開
始
し

１２

た
。

　

ま
た
接
種
回
数
が
見
直
さ
れ
、
妊

婦
や
基
礎
疾
患
の
方
、　

歳
以
上
の

６５

方
、
健
康
な
成
人
の
方
は
、
１
回
の

接
種
と
な
っ
た
。

　

接
種
費
用
は
、
低
所
得
者
世
帯

（
生
活
保
護
世
帯
、
住
民
税
非
課
税

世
帯
）
に
証
明
書
を
発
行
し
、
無
料

と
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行

シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
よ
り
一
層
の
周

知
に
努
め
る
。

○
文
化
行
事

　

去
る　

月　

日
か
ら
、
町
民
会
館

１１

１４

▲平成８年以来の開催となった高知奈半利会（三翠園）

●要旨

○職員の採用

○奈半利会

○新型インフルエンザ対策

○文化行事

○地域活性化

○各事業の発注状況

○中芸広域連合の取り組み
　　（１）保健福祉　（２）介護保険　（３）火葬場　（４）消防・救急
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に
お
い
て
奈
半
利
町
文
化
協
会
主
催

に
よ
る
文
化
行
事
が
行
わ
れ
た
。

　
　

月　

日
に
は
「
第　

回
邦
楽
発

１１

１４

３４

表
会
」
を
、
ま
た
、　

月　

日
か
ら

１１

２２

　

日
ま
で
の
５
日
間
は
、「
第　

回

２６

３５

総
合
美
術
展
」
が
、
ま
た
、「
総
合
美

術
展
」
開
催
中
の　

月　

、　

の
両

１１

２２

２３

日
に
は
、
町
内
の
生
け
花
愛
好
者
に

よ
る
「
第　

回
生
け
花
展
」
が
、
開

３５

催
さ
れ
た
。

○
地
域
活
性
化

（
産
業
振
興
計
画
）

　

高
知
県
産
業
振
興
計
画
の
地
域
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
お
け
る
、
特
産

品
「
イ
チ
ジ
ク
」
に
よ
る
地
域
の
活

性
化
は
、
プ
ラ
ン
実
行
の
た
め
の

チ
ー
ム
会
を
組
織
し
、
検
討
を
重
ね

て
い
る
。

　

町
内
に
定
植
で
き
る
イ
チ
ジ
ク
栽

培
の
希
望
者
を
募
り
、
９
月
３
日
に

６
人
の
参
加
者
の
も
と
イ
チ
ジ
ク
栽

培
説
明
会
を
開
催
し
た
。

　

ま
た
、　

月　

日
に
は
、
イ
チ
ジ

１０

１４

ク
苗
の
無
償
配
布
を
行
い
、
４
人
が

イ
チ
ジ
ク
苗
２
８
７
本
（
約　

ア
ー

３０

ル
）
の
配
布
希
望
を
受
け
て
い
る
。

　

今
月
１
日
と
２
日
に
は
、
栽
培
希

望
者
立
会
の
も
と
で
、
現
地
で
栽
培

意
向
の
最
終
確
認
を
行
う
と
と
も
に

栽
培
方
法
、
注
意
点
等
の
説
明
を
行

い
、
来
年
３
月
に
は
イ
チ
ジ
ク
苗
を

配
布
、
定
植
す
る
予
定
と
な
っ
て
い

る
。

　

今
後
も
引
き
続
い
て
県
、
Ｊ
Ａ
等

関
係
機
関
と
協
力
し
、
本
地
域
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
実
行
の
た
め
栽
培

に
関
す
る
助
言
、
販
路
開
拓
に
向
け

た
情
報
収
集
等
を
行
い
、
地
域
の
持

続
的
活
性
化
に
向
け
取
り
組
む
。

○
中
芸
広
域
連
合
の
取
り
組
み

（
１
）
保
健
福
祉

　

保
健
福
祉
業
務
は
、
年
間
計
画
に

沿
っ
て
各
事
業
の
推
進
を
図
っ
て
い

る
。
そ
の
う
ち
、
母
子
保
健
業
務
は
、

　

月
か
ら
就
学
前
乳
幼
児
の
母
親
を

１１対
象
に
、
子
育
て
支
援
を
目
的
と
し

た
ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
県

精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
の
協
働

で
実
施
し
た
。

　

健
康
増
進
業
務
は
、
本
年
度
、
県

の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
だ

「
が
ん
検
診
受
診
率
向
上
推
進
モ
デ

ル
事
業
」
に
お
い
て
、　

カ
所
の
事

１５

業
所
の
訪
問
調
査
を
行
い
、
検
診
実

施
状
況
の
実
態
把
握
等
を
行
っ
た
結

果
、
一
般
健
康
診
断
以
外
の
労
働
安

全
衛
生
法
に
基
づ
く
義
務
付
け
の
な

い
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、
実
施
し

て
な
い
職
場
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、

今
後
は
受
診
勧
奨
活
動
等
を
強
め
て

い
き
た
い
。

　

障
害
者
保
健
福
祉
業
務
は
、
在
宅

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
目
指
し
、

地
域
住
民
と
一
緒
に
協
議
す
る
「
障

害
が
あ
る
人
た
ち
の
居
場
所
づ
く
り

検
討
会
」
を
立
ち
上
げ
る
た
め
募
集

し
た
「
ま
ち
の
応
援
団
」
に
、
５
町

村
か
ら　

人
の
応
募
が
あ
り
、
２
回

２３

○各事業の発注状況（地域振興課所管）

　生活対策臨時交付金事業

工　　期契約金額
　（千円）

事　業　名

Ｈ２１．９．１４〜Ｈ２２．２．２６１７，３２５町道平・花田線舗装工事

Ｈ２１．１２．４〜Ｈ２２．３．２５３，４３４薮田水路改修工事

Ｈ２１．１１．１〜Ｈ２２．１．３１１，５７０
鮎ノ瀬・多気ヶ丘公園桜
テングス病被害対策工事

Ｈ２１．１１．２〜Ｈ２２．１．２９２，６２５鮎ノ瀬公園遊具設置工事

Ｈ２１．１１．２〜Ｈ２２．１．２９１，７６４
地域高規格道路関連事業
中里排水路工事

＜町営事業＞
　経済危機対策臨時交付金事業

工　　期契約金額
　（千円）

事　業　名

Ｈ２１．９．１４〜Ｈ２２．３．１５３６，３３０ふるさと海岸整備事業

Ｈ２１．９．１４〜Ｈ２２．２．２６２２，８３８
ほ場整備地区内農道
舗装工事

Ｈ２１．１２．４〜Ｈ２２．３．２５３，６７５須川水路改修工事

＜県営事業＞
　安芸土木事務所所管事業

工　　期契約金額
　（千円）

事　業　名

Ｈ２１．８．１〜Ｈ２１．１２．１８２８，３５０
地域高規格道路事業
芝崎交差点舗装工事

Ｈ２１．８．２９〜Ｈ２２．３．２５１１，１１８急傾斜地崩壊対策工事（２件）

Ｈ２１．１０．３〜Ｈ２２．３．２５３０７，７６１
加領郷漁港地域水産物
供給基盤整備工事（３件）

Ｈ２１．９．１９〜Ｈ２２．３．２５１４７，０００奈半利港改修工事（２件）

　安芸農業振興センター所管事業

工　　期契約金額
　（千円）

事　業　名

Ｈ２１．９．２９〜Ｈ２２．３．１４４４，８４５
田園交流基盤整備事業
誠和農道工事

　安芸林業事務所所管事業

工　　期契約金額
　（千円）

事　業　名

Ｈ２１．９．２６〜Ｈ２２．３．２５３３，６００
治山事業
野口林地荒廃防止工事

Ｈ２１．１０．３〜Ｈ２２．２．１９８，５８９
治山事業
須川林地荒廃防止工事
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の
検
討
会
を
実
施
し
、
今
後
更
に
協

議
を
重
ね
今
年
度
中
に
第
２
期
障
害

福
祉
計
画
に
基
づ
く
自
立
支
援
協
議

会
を
立
ち
上
げ
る
。

　

高
齢
者
保
健
福
祉
は
、
町
村
社
協

や
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
課
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、
安
芸
福
祉
保
健
所
等
と
連
携

し
地
域
座
談
会
や
、
あ
っ
た
か
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
事
業
の
協
働
取
り
組

み
な
ど
、
個
別
ケ
ー
ス
へ
の
対
応
や

地
域
の
介
護
予
防
活
動
を
進
め
て
い

る
。

　

ま
た
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対

策
等
に
つ
い
て
も
、
各
町
村
担
当
課

と
連
携
し
て
効
果
的
な
活
動
と
な
る

よ
う
努
め
る
。

（
２
）
介
護
保
険

　

介
護
保
険
業
務
は
、
第
４
期
介
護

保
険
事
業
計
画
の
基
本
理
念
の
も

と
、
事
業
の
円
滑
な
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
現
在
ま
で

の
運
営
状
況
と
し
て
は
、
被
保
険
者

数
が
４
、
６
０
０
人
、
要
介
護
・
要
支

援
認
定
者
数
は
７
５
７
人
と
な
っ
て

い
る
。
居
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
数
は

４
３
６
人
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

数
は
１
８
６
人
と
な
っ
て
お
り
、
給

付
実
績
は
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
増
加

等
に
よ
り
前
年
度
対
比
で
２
・
６
％

の
増
加
と
な
っ
た
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
行
っ

て
い
る
予
防
給
付
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
業
務
は
、　

月
末
現
在
で
要
支
援

１０

と
な
っ
た
認
定
者
は
、
１
４
５
人

で
、
そ
の
う
ち
介
護
予
防
支
援
計
画

作
成
件
数
は
、
居
宅
支
援
事
業
所
委

託
分　

件
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

１６

７７

件
、
合
計　

件
と
な
っ
て
い
る
。

９３

（
３
）
火
葬
場

　

火
葬
場
業
務
は
、
昨
年
９
月
の
供

用
開
始
以
来
、
中
芸
地
区
内
外
か
ら

多
く
の
利
用
が
あ
る
。
こ
の
間
、
適

切
な
火
葬
業
務
は
も
と
よ
り
当
施
設

が
人
生
の
終
焉
を
送
る
に
ふ
さ
わ
し

い
場
と
な
る
よ
う
管
理
運
営
を
行
っ

て
お
り
、
今
後
も
各
種
デ
ー
タ
等
の

収
集
、
整
理
を
進
め
、
よ
り
一
層
円

滑
な
業
務
推
進
、
管
理
運
営
に
努
め

る
。

　

な
お
、
本
施
設
の
本
年
度　

月
末

１１

現
在
の
使
用
状
況
は
、
火
葬
が
１
８

０
件
で
町
村
別
の
内
訳
は
、
安
田
町

　

件
、
田
野
町　

件
、
奈
半
利
町　

３０

３１

４４

件
、
北
川
村　

件
、
馬
路
村
７
件
、

１５

管
外　

件
と
な
っ
て
い
る
。

５３

（
４
）
消
防
・
救
急

　

平
成　

年
度　

月
末
現
在
の
管
内

２１

１１

に
お
け
る
火
災
の
発
生
は
な
か
っ
た

が
、
こ
れ
か
ら
火
災
シ
ー
ズ
ン
と
な

る
た
め
、　

月
９
日
に
は
秋
の
全
国

１１

火
災
予
防
運
動
の
一
環
と
し
て
消
防

職
員
並
び
に
各
団
員
に
よ
る
防
火
パ

レ
ー
ド
を
実
施
し
、
地
域
住
民
へ
の

火
災
予
防
の
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い

る
。今
後
に
お
い
て
も
「
火
災
ゼ
ロ
」

の
継
続
を
目
指
し
、
消
防
職
員
並
び

に
各
消
防
団
員
が
協
力
し
て
火
災
の

予
防
に
一
層
努
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
管
内
危
険
物
施
設
、
全　
５５

施
設
の
立
入
検
査
を
実
施
し
、
違
反

是
正
及
び
事
故
防
止
等
の
指
導
を

行
っ
て
い
る
。

　

救
急
出
動
は
、
季
節
の
変
わ
り
目

で
気
候
の
変
動
等
に
よ
り
急
病
が
増

加
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
前
年
同
期
に

比
べ
、
出
動
回
数
で　

件
、
搬
送
者

１６

数
で　

人
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

２８

　

な
お
、
７
月
の
臨
時
議
会
で
議
決

を
頂
い
た
高
規
格
救
急
自
動
車
に
つ

い
て
は
、
艤
装
作
業
も
完
了
し
救
命

措
置
用
資
機
材
を
積
載
し
て
、　

月
１２

４
日
に
受
納
式
及
び
入
魂
式
を
執
り

行
っ
た
。

　

ま
た
、
課
題
と
な
っ
て
い
る
消
防

庁
舎
建
築
に
つ
い
て
は
、
建
設
候
補

地
等
の
検
討
を
始
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

▲全国共済農業協同組合から寄贈された高規格救急自動車
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問　

本
村
部
の
水
田
面
積
も
１
２
０

ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
っ
た
も
の
が
、
現
在

で
は
宅
地
化
等
が
進
み　

ヘ
ク
タ
ー

８０

用
水
路
に
改
良
区
と

協
力
し
て
農
閑
期
に

も
き
れ
い
な
水
を

竹
﨑
知
之
武　

議
員

ル
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
。
町
内
の

住
宅
地
や
商
店
街
を
流
れ
る
水
路

は
、
生
活
排
水
や
浄
化
槽
か
ら
出
る

下
水
で
農
閑
期
に
は
、
き
れ
い
な
水

が
流
れ
ず
ヘ
ド
ロ
化
し
て
い
る
。
同

じ
よ
う
な
市
街
地
が
進
む
南
国
市
や

土
佐
市
な
ど
で
は
、
住
民
か
ら
下
水

道
の
整
備
は
、
行
政
責
任
で
行
う
べ

き
と
の
指
摘
か
ら
、
改
良
区
に
補
助

金
を
出
し
て
い
る
と
聞
く
。
環
境
面

か
ら
も
改
良
区
と
協
力
し

て
１
年
中
水
路
に
き
れ
い

な
水
を
流
す
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

問
題
解
決
に
向
け
て

取
り
組
む

答　

細
川
地
域
振
興
課
長

　

合
併
浄
化
槽
の
数
は
２

４
２
基
、
処
理
人
口
は

１
、
０
８
８
人
で
単
独
浄

化
槽
を
入
れ
る
と
３
０
０

基
を
超
す
も
の
が
設
置
さ

れ
、
住
家
近
く
の
用
排
水

路
に
流
し
て
い
る
。

　

近
年
は
水
路
か
ら
の
悪

臭
に
よ
る
苦
情
も
あ
り
、
通
年
水
路

に
水
を
流
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望

で
、
部
分
的
に
水
を
流
し
た
経
過
も

あ
る
。

　

今
後
、
よ
り
良
い
環
境
対
策
を
検

討
、
導
入
の
方
向
で
改
良
区
へ
の
協

力
依
頼
な
ど
問
題
解
決
に
向
け
取
り

組
ん
で
い
く
。

下
の
川
の
ゲ
ー
ト
の
改
修
を

問　

生
木
川
や
東
川
の
上
流
部
は
、

転
倒
式
の
新
し
い
ゲ
ー
ト
に
な
っ
て

管
理
が
大
変
楽
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
下
の
川
は
水
路
改
修
時

代
の
古
い
ゲ
ー
ト
で
修
理
し
な
が
ら

使
用
し
て
い
る
が
、
巻
き
上
げ
式
で

大
変
な
時
間
と
労
力
が
か
か
り
、
堰

番
の
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

下
の
川
は
、
防
火
用
水
と
し
て
の
防

災
面
で
の
利
用
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

管
理
し
や
す
い
ゲ
ー
ト
に
順
次
改
修

す
る
考
え
は
な
い
か
。

老
朽
化
が
著
し
い
堰
か
ら
検

討
す
る

答　

細
川
地
域
振
興
課
長

　

町
内
で
の
堰
の
数
は
、
巻
き
上
げ

式
が　

基
、
自
動
転
倒
堰
が　

基
あ

１５

１０

る
。堰
の
改
修
・
新
設
を
す
る
場
合
、

異
常
気
象
等
、
管
理
上
危
険
な
場
所

に
あ
る
と
か
、
老
朽
化
が
著
し
い
堰

を
対
象
に
関
係
補
助
事
業
を
模
索

し
、
財
政
面
、
関
係
機
関
と
の
協
議

を
含
め
検
討
す
る
。

イ
チ
ジ
ク
の
栽
培
農
家
へ
の
取

り
組
み
と
今
後
の
見
通
し
は

問　

イ
チ
ジ
ク
栽
培
を
奨
励
す
る
た

め
、
希
望
者
に
苗
木
を
無
料
で
配
布

す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
ど
れ

く
ら
い
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
か
。

過
去
に
は
、
有
望
作
物
と
し
て
奨
励

し
た
経
過
も
あ
る
。

　

奈
半
利
だ
け
の
特
産
品
へ
の
取
り

組
み
と
し
て
、
町
が
雇
用
対
策
で
人

材
を
確
保
し
て
推
進
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

イ
チ
ジ
ク
を
特
産
品
と
し
て

継
続
し
て
奨
励
す
る

答　

細
川
地
域
振
興
課
長

　

イ
チ
ジ
ク
の
作
付
け
は
、
現
在
３

人
で　

ア
ー
ル
ま
で
減
少
し
て
い
る
。

２３

　

こ
の
こ
と
か
ら
「
特
産
品
イ
チ
ジ

ク
」に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
掲
げ
、

実
行
支
援
チ
ー
ム
を
組
織
し
、
ほ
場

の
整
備
か
ら
植
え
付
け
、
栽
培
に
至

る
ま
で
の
相
談
、
指
導
を
行
っ
て
い

る
。

　

今
回
、
栽
培
希
望
者
を
募
っ
た
と

こ
ろ
４
人
か
ら
応
募
が
あ
り
、
イ
チ

ジ
ク
苗
２
８
７
本
（　

ア
ー
ル
）
の

３０

無
料
配
布
を
行
う
予
定
と
な
っ
て
い

る
。

　

人
材
の
確
保
は
、
各
分
野
で
専
門

性
を
持
っ
た
高
知
県
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
制
度
の
導
入
な
ど
を
含
め
、
関

係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら
検
討
す

る
。

答　

齊
藤
町
長

　

今
年
だ
け
で
な
く
イ
チ
ジ
ク
を
奈

半
利
の
特
産
品
と
し
て
継
続
し
て
奨

励
し
て
い
く
。

賞
金
１
０
０
万
円
の
新
商
品

コ
ン
ク
ー
ル
を
開
い
て
は

問　

現
在
、
新
商
品
開
発
を
民
間
に

委
託
し
て
い
る
が
、
住
民
参
加
型
の

産
業
祭
の
よ
う
な
新
商
品
コ
ン
ク
ー

ル
を
開
き
、
１
０
０
万
円
の
賞
金
を

出
す
な
ど
の
思
い
切
っ
た
対
策
を
行

う
考
え
は
な
い
か
。

住
民
団
体
等
の
関
係
機
関
と

協
議
し
検
討
す
る

答　

細
川
地
域
振
興
課
長

　

新
商
品
コ
ン
ク
ー
ル
の
実
施
は
、

住
民
参
加
型
の
一
つ
の
案
と
考
え

る
。
賞
金
の
額
は
別
と
し
て
、
住
民

団
体
等
の
関
係
機
関
と
協
議
し
な
が

ら
検
討
す
る
。

禦

亨

魚

享

挙挙挙挙

鋸鋸鋸鋸

虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚

許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許

▲巻き上げ式のゲート（下の川）
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中
芸
５
カ
町
村
の
小
中
学
校
の

教
職
員
が
合
同
で
、
研
修
や
研
究
を

行
う
中
芸
地
区
教
育
研
究
会
が
田
野

町
で
開
か
れ
、
教
科
ご
と
に
指
導
力

の
向
上
な
ど
に
取
り
組
む
「
研
究
部

会
」
を
発
足
し
、
本
格
的
に
始
動
し

た
こ
と
が
新
聞
で
報
道
さ
れ
た
。

　

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
た
ち
に
確

か
な
学
力
を
保
証
し
、
希
望
を
育
む

教
育
を
実
現
す
る
こ
と
は
保
護
者
の

心
か
ら
の
願
い
で
あ
る
。

　

児
童
生
徒
に
よ
り
分
か
り
や
す

く
、
興
味
や
関
心
を
持
っ
て
も
ら

い
、
学
習
に
積
極
的
に
参
加
し
て
も

ら
え
る
よ
う
な
授
業
づ
く
り
を
行
う

自
主
研
修
は
、
本
当
に
大
切
だ
と
考

え
る
こ
の
組
織
が
自
分
達
で
や
ろ
う

と
い
う
組
織
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う

か
。
そ
れ
と
同
時
に
教
職
員
の
長
時

間
過
密
労
働
の
こ
と
を
考
え
る
と
心

配
面
も
あ
り
、
現
場
の
実
情
に
十
分

配
慮
し
た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る

中
芸
地
区
教
育
研
究

会
の
立
ち
上
げ
は
現

場
に
十
分
な
配
慮
が

必
要
で
は山

中　

茂　

議
員

が
、
ど
の
よ
う
な
配
慮
が
必
要
と
考

え
て
い
る
か
。

県
費
負
担
教
員
の
配
置
を
継

続
し
て
働
き
か
け
る

答　

浜
中
教
育
長

　

中
芸
地
区
教
育
研
究
会
は
、
５
カ

町
村
の
教
委
が
共
同
設
置
す
る
県
内

で
も
例
の
な
い
研
究
組
織
で
、
小
規

模
校
が
集
ま
る
中
芸
地
区
で
も
教
職

員
が
規
模
の
大
き
な
自
治
体
と
同
じ

よ
う
な
研
修
に
取
り
組
む
体
制
が

整
っ
た
こ
と
で
、
児
童
生
徒
の
学
力

定
着
向
上
に
繋
が
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。

　

今
回
の
立
ち
上
げ
に
は
、
県
費
負

担
教
員
を
１
人
田
野
町
に
加
配
と
し

て
配
置
し
て
い
た
だ
い
た
。
今
後
も

こ
の
人
材
の
継
続
を
働
き
か
け
た

い
。

　

ま
た
、
公
務
で
研
修
が
で
き
る
こ

と
の
保
障
、
年
５
回
中
芸
地
区
統
一

研
修
日
を
設
け
て
、
水
曜
日
の
職
員

会
を
研
修
日
に
振
り
替
え
る
こ
と

や
、
経
費
面
は
、
公
費
助
成
を
考
え

た
い
。
今
後
、
中
芸
地
区

の
教
育
行
政
課
題
を
出
し

合
い
、
共
同
で
解
決
策
を

見
つ
け
出
し
て
い
き
た

い
。住

民
の
命
と
健
康
を

守
る
た
め
が
ん
対
策

を
早
急
に

問　

戦
前
、
わ
が
国
の
主

要
な
死
因
は
結
核
や
肺
炎

な
ど
の
感
染
症
で
あ
っ

た
。
そ
れ
が
脳
血
管
疾
患

が
結
核
に
代
わ
っ
て
第
１

位
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
現
在
は
が
ん

が
最
大
の
死
因
と
な
っ
て

い
る
。

　

現
在
の
病
気
の
動
向
は
、
が
ん
・

脳
卒
中
・
心
臓
病
と
言
わ
れ
る
三
大

病
で
あ
る
。

　

当
町
で
は
ど
ん
な
病
気
が
多
い
の

か
調
査
す
る
と
、
や
は
り
三
大
病
で

あ
る
が
ん
・
脳
卒
中
・
心
臓
病
と
な
っ

て
い
る
。
入
院
で
も
や
は
り
が
ん
が

１
位
で
、
続
い
て
精
神
・
神
経
系
疾

患
と
他
の
疾
患
と
続
く
。

　

更
に
が
ん
死
亡
統
計
で
は
、
中
芸

が
１
位
か
ら
４
位
を
占
め
て
い
る
に

も
関
わ
ら
ず
が
ん
検
診
の
受
診
率
の

低
さ
に
は
驚
い
た
。
こ
う
し
た
こ
と

か
ら
早
急
に
予
防
対
策
で
あ
る
健
康

診
断
等
の
受
診
率
の
向
上
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
。

　

保
健
福
祉
業
務
が
中
芸
広
域
連
合

に
移
っ
た
こ
と
で
住
民
サ
ー
ビ
ス
は

低
下
し
て
い
な
い
か
。

　

ま
た
、
問
題
点
は
な
い
か
。
特
に

三
大
病
の
予
防
対
策
と
健
康
づ
く
り

対
策
に
広
域
職
員
を
増
員
し
て
取
り

組
む
べ
き
と
考
え
る
が
。

早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
基

本
に
効
率
的
な
受
診
率
の
向

上
に
努
め
る

答　

門
田
住
民
福
祉
課
長

　

平
成　

年
４
月
か
ら
保
健
福
祉
に

２０

関
す
る　

項
目
の
事
務
に
つ
い
て
中

６７

芸
５
カ
町
村
共
同
で
取
り
組
ん
で
い

る
。

　

各
分
野
で
従
来
の
事
務
事
業
に
加

え
た
取
り
組
み
と
し
て
母
子
保
健
で

は
、精
神
保
健
福
祉
士
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
、親
の
会
、親
子
の
遊
び
、

発
達
相
談
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

障
害
者
保
健
福
祉
で
は
、
障
害
者

の
居
場
所
づ
く
り
の
た
め
、「
町
の
応

援
団
」
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
、
住
民
参
加
で
取
り
組
む
。

　

健
康
増
進
に
関
す
る
事
業
で
は
、

健
康
診
断
は
中
芸
地
区
町
村
ど
こ
で

も
受
診
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
受
診

機
会
が
増
大
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
定
期
的
に
担
当
課
長
会
を

行
い
、
ス
ム
ー
ズ
に
事
務
を
進
め
て

い
る
。

　

が
ん
・
脳
卒
中
・
心
臓
病
対
策
に
つ

い
て
は
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の

対
策
が
重
要
で
特
に
が
ん
検
診
、
特

定
健
診
の
受
診
率
の
向
上
を
広
域
連

携
を
図
り
つ
つ
、
検
診
の
組
み
合
わ

せ
や
、
よ
り
効
率
的
な
住
民
が
受
診

し
や
す
い
方
法
を
検
討
す
る
。

　

広
域
で
の
職
員
増
は
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
の
集
合
化
の
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
取
り
組
み
が
始

ま
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
質
問
の
趣

旨
を
踏
ま
え
、
機
会
を
捉
え
て
働
き

か
け
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

▲田野町で開催された中芸地区教育研究会（ふれあいセンター）
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２
０
１
５
年
に
奈
半
利
川
水
系

の
水
利
使
用
権
の
更
新
を
迎
え
る

が
、
ダ
ム
建
設
後
、
長
期
の
冷
濁
水

奈
半
利
川
水
系
水
利

使
用
権
の
更
新
に
つ

い
て

前
田　

勝
亀　

議
員

に
よ
る
様
々
な
問
題
が
発
生
し
て
い

る
。
濁
水
の
発
生
源
で
あ
る
山
林
の

崩
壊
な
ど
の
問
題
、
ア
ユ
な
ど
の
成

育
に
関
係
が
あ
る
川
の
環
境
問
題
、

長
期
の
濁
水
に
よ
る
海
底
の
ド
ロ
の

堆
積
、
農
作
物
の
生
育
へ
の
影
響
な

ど
多
く
の
問
題
が
あ
る
。

　

ダ
ム
に
起
因
す
る
こ
れ
ら
の
問
題

に
つ
い
て
調
査
し
、
そ
の
調
査
結
果

に
基
づ
い
て
、
水
利
権
の
更
新
に
向

け
た
取
り
組
み
を
行
う
べ
き
と
思
う

が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

県
の
動
向
を
見
な
が
ら
更
新

に
向
け
努
力
す
る

　
答　

細
川
地
域
振
興
課
長

　

平
成　

年
１
月　

日
に
高
知
県
に

２１

２６

対
し
て
、
従
来
か
ら
電
源
開
発
に
要

望
し
て
い
た
８
項
目
に
加
え
、
河
川

管
理
者
と
し
て
の
役
割
分
担
及
び
奈

半
利
川
水
系
ダ
ム
の
水
利
権
の
更
新

等
に
つ
い
て
の
２
項
目
の
要
望
を

行
っ
た
。
こ
の
要
望
に
対
し
て
、
県

か
ら
の
回
答
が
あ
り
、
現
段
階
で

は
、
そ
の
計
画
、
実
施
に
対
し
注
視

し
て
い
る
。

　

ダ
ム
に
起
因
す
る
生
活
環
境
、河

川
、海
の
環
境
は
著
し
く
悪
影
響
を

受
け
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

り
、ダ
ム
公
害
対
策
特
別
委
員
会
・
流

域
町
村
と
一
致
協
力
し
、水
利
権
の

更
新
に
向
け
て
努
力
し
て
い
く
。

地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
事

業
の
管
理
執
行
体
制
は
ど
う

な
る

問　

こ
の
事
業
は
、
４
町
村
連
携
で

整
備
を
行
い
、
映
像
事
業
は
、
公
設

公
営
で
運
営
、
通
信
事
業
は
公
設
民

営
で
通
信
事
業
者
に
設
備
を
貸
与

し
、
通
信
事
業
者
が
運
営
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
予
算
も
計
上
さ
れ
、
１
月

か
ら
実
施
さ
れ
る
が
、
こ
の
事
業
を

共
同
で
ど
の
よ
う
な
管
理
及
び
執
行

す
る
の
か
。

関
係
４
町
村
で
協
議
を
行
う

答　

中
島
総
務
課
長

　

こ
の
地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
事

業
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
は
、
協
議

会
を
設
置
す
る
の
か
、
一
部
事
務
組

合
ま
た
は
広
域
連
合
と
す
る
の
か
、

関
係
４
町
村
で
協
議
を
重
ね
て
い

る
。
中
芸
広
域
連
合
に
つ
い
て
も
、

田
野
町
は
、
本
事
業
に
参
加
し
て
い

な
い
が
可
能
性
を
模
索
し
な
が
ら
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

国
の
補
正
予
算
の
見
直
し
、

行
政
刷
新
会
議
に
よ
る
事
業

仕
分
け
の
影
響
は

問　

来
年
度
の
国
及
び
県
の
予
算
編

成
作
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
県
で

は
国
の
補
正
予
算
の
見
直
し
影
響
額

と
し
て
約　

億
円
が
削
減
さ
れ
る
。

９４

行
政
刷
新
会
議
に
よ
る
事
業
仕
分
け

で
、
廃
止
や
削
除
、
見
直
し
な
ど
と

さ
れ
た
事
業
に
関
連
す
る
県
事
業
は

１
１
５
件
の
影
響
を
受
け
る
。

　

そ
こ
で
当
町
の
国
の
補
正
予
算
の

見
直
し
の
影
響
、
行
政
刷
新
会
議
に

よ
る
事
業
仕
分
け
で
の
影
響
は
な
い

か
。最

終
決
断
が
さ
れ
る
国
の
動

向
を
注
視
し
た
い

答　

中
島
総
務
課
長

　

国
の
補
正
予
算
の
見
直
し
で
、
県

で
は
約　

億
円
の
削
減
影
響
を
見
込

９４

ん
で
い
る
が
、
県
は
こ
れ
ら
の
影
響

額
に
つ
い
て
起
債
や
単
独
支
援
で
予

算
を
補
填
す
る
と
し
て
お
り
、
当
町

へ
の
影
響
は
な
い
。

　

行
政
刷
新
会
議
の
事
業
仕
分
け
に

よ
る
県
の
影
響
は
、　

年
度
予
算

２１

ベ
ー
ス
で
約　

億
円
が
削
減
さ
れ
る

１１

見
通
し
で
あ
る
。
当
町
で
は
、
農
道

整
備
事
業
等
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に

よ
る
影
響
で
、
県
営
誠
和
農
道
や
加

領
郷
漁
港
も
仕
分
け
の
対
象
に
な
っ

て
お
り
、
事
業
の
縮
小
と
な
る
の
か

未
定
で
あ
る
。
政
府
の
対
応
が
流
動

的
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
今
後
予

算
編
成
の
中
で
最
終
決
断
が
さ
れ
る

国
の
動
向
を
注
視
し
た
い
。

▲平鍋ダムから放水される濁水
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現
在
、
新
し
い
政
府
の
政
策
が

定
ま
ら
な
い
状
況
の
中
、
斉
藤
町
政

の
２
期
目
も
残
り
僅
か
と
な
っ
た
。

こ
の
２
期
の
町
政
運
営
の
検
証
も
含

め
、
今
後
の
奈
半
利
町
の
向
か
う
べ

き
方
向
性
に
夢
と
希
望
を
持
て
る
よ

う
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
、
町
民
に
対

し
て
引
き
続
き
町
政
を
担
う
考
え
を

明
ら
か
に
す
べ
き
で
は
。

ま
ち
づ
く
り
に
誠
意
取
り
組

ん
で
き
た
、
来
期
も
住
民
の

暮
ら
し
を
守
り
ま
ち
の
活
性

化
に
全
力
を
尽
く
し
た
い

答　

齊
藤
町
長

　

町
長
に
就
任
し
た
７
年
半
前
の
町

政
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
政
府
の
進

め
る
構
造
改
革
の
影
響
を
受
け
、
地

方
交
付
税
の
削
減
な
ど
財
政
的
に
非

常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
っ
て
、
行
政

の
広
域
化
、
合
併
問
題
な
ど
が
大
き

齊
藤
町
政
３
期
目
に

向
け
て
の
考
え
を
町

民
に
明
ら
か
に
す
べ

き
で
は寺

村　

真
吾　

議
員

な
行
政
課
題
で
あ
っ
た
。

　

町
政
を
執
行
し
て
い
く
基
本
姿
勢

は
、「
町
民
全
体
が
力
を
合
わ
せ
て

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
」
で

あ
る
と
考
え
、
住
民
生
活
向
上
の
た

め
、
執
行
部
の
み
な
ら
ず
、
議
員
の

皆
様
や
町
民
の
方
々
全
て
の
英
知
を

集
結
し
、
重
点
的
な
施
策
と
し
て
、

ご
め
ん
な
は
り
線
を
機
軸
と
し
た
ま

ち
の
活
性
化
、
地
域
の
基
幹
産
業
の

充
実
・
強
化
、
介
護
・
保
険
・
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
若
者
が
定
住
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
広
域
行

政
・
合
併
及
び
行
財
政
改
革
な
ど
、

誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

現
在
の
国
の
情
勢
が
不
透
明
な
中

に
あ
っ
て
も
、
奈
半
利
町
は
、
住
民

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
で
あ
り
、

着
実
に
発
展
を
続
け
る
町
で
な
く
て

は
な
ら
な
い
。そ
の
原
動
力
は
「
人
」

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

将
来
に
向
け
た
取
り
組
む
べ
き
課

題
と
し
て
１
点
目
は
、
奈
半
利
に
住

む
全
て
の
方
々
が
、
安
全
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く

り
、
２
点
目
は
、
農
業
・

漁
業
・
商
工
業
の
基
盤

整
備
、
３
点
目
は
、
東

部
の
交
通
拠
点
と
し
て

の
機
能
の
確
立
と
、
情

報
基
盤
の
整
備
、
４
点

目
は
、
人
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
、
５
点
目

は
、
人
材
育
成
環
境
の

整
備
と
考
え
て
い
る
。

全
て
は
語
り
尽
く
せ
な

い
が
、
町
政
２
期
、
未

だ
道
半
ば
で
あ
り
、
こ

の
我
が
ふ
る
さ
と
奈
半

利
が
着
実
な
浮
揚
を
続

け
る
た
め
に
、
力
を
尽

く
し
た
い
。

町
の
例
規
集
の
内
容
を
精
査

し
、
早
急
に
整
合
性
の
あ
る

も
の
に
す
べ
き
で
は

問　

奈
半
利
町
例
規
集
は
、
約
２
、

９
０
０
ペ
ー
ジ
に
も
及
ぶ
大
変
膨
大

な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

行
政
は
こ
の
例
規
集
に
基
づ
い
て

奈
半
利
町
の
運
営
を
行
っ
て
お
り
、

町
民
か
ら
要
望
等
を
受
け
た
場
合
に

お
い
て
も
条
例
を
根
拠
に
是
非
の
判

断
を
し
、
行
政
処
分
を
行
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
の
例
規
集
に
実
態

と
全
く
整
合
性
の
な
い
条
例
や
規
則

が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

　

執
行
部
は
こ
の
事
実
を
把
握
し
て

い
る
の
か
。

　

昨
年
、
奈
半
利
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
も
新
し
く
作
成
さ
れ
、
現
在
で
は

内
容
も
良
く
な
っ
て
い
る
と
評
価
を

し
て
い
る
が
、
例
規
集
の
部
分
だ
け

が
約
１
年
半
も
過
ぎ
て
い
る
の
に
、

未
だ
に
コ
ン
テ
ン
ツ
作
成
中
と
な
っ

て
い
る
。

　

町
勢
要
覧
の
質
問
を
し
た
際
に
も

指
摘
を
し
た
が
、
教
訓
に
な
っ
て
い

な
い
よ
う
に
感
じ
る
。

　

奈
半
利
町
の
行
政
処
分
を
行
う
根

幹
で
あ
る
の
が
例
規
集
で
あ
る
。

　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
履
行
す
る

た
め
の
根
拠
と
な
る
例
規
集
の
重
要

さ
を
認
識
し
、
一
刻
も
早
く
実
態
と

整
合
性
の
取
れ
る
も
の
に
す
べ
き
と

考
え
る
が
。

新
シ
ス
テ
ム
の
導
入
等
で
改

善
に
取
り
組
む

答　

中
島
総
務
課
長

　

地
方
公
共
団
体
の
役
割
は
、
住
民

福
祉
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
基
本
で

あ
り
、
住
民
に
納
税
等
の
履
行
義
務

を
お
願
い
す
る
一
方
、
そ
の
権
利
を

制
限
す
る
こ
と
や
守
る
こ
と
も
大
切

な
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
条
例
・
規

則
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

で
あ
る
。

　

当
町
の
例
規
集
は
、
実
態
と
の
整

合
性
の
無
い
も
の
や
廃
止
す
べ
き
も

の
、ま
た
、
不
備
が
あ
る
も
の
や
条
例

に
対
応
す
る
規
則
の
改
正
が
行
わ
れ

て
い
な
い
も
の
が
現
存
し
て
い
る
。

　

例
規
集
は
当
町
の
法
律
で
あ
り
、

そ
れ
に
沿
っ
て
地
方
公
共
団
体
は
、

行
政
処
分
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
、
早
急
に
新
例
規
デ
ー
タ
シ

ス
テ
ム
の
導
入
を
図
り
、
従
来
の
例

規
を
検
索
す
る
だ
け
の
シ
ス
テ
ム
か

ら
、
例
規
の
改
廃
検
討
を
サ
ポ
ー
ト

で
き
る
新
し
い
シ
ス
テ
ム
に
す
る
よ

う
作
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

▲交流人口の拡大に向けた取り組み（奈半利駅前）
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問　

町
内
各
地
に
は
、
数
多
く
の
歴

史
的
建
造
物
や
遺
跡
等
が
あ
り
、
奈

半
利
町
指
定
文
化
財
と
し
て
登
録
さ

れ
て
い
る
が
、
文
化
財
登
録
に
関
す

る
基
準
と
経
緯
、
登
録
後
の
保
護
、

維
持
管
理
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い

る
の
か
。

　

車
瀬
地
区
の
大
日
寺
に
は
西
暦
１

２
０
０
年
頃
（
平
安
時
代
）
に
彫
ら

れ
た
と
言
わ
れ
る
大
日
如
来
像
が
あ

り
、
昭
和　

年　

月
に
町
指
定
文
化

３７

１２

財
第
１
号
の
認
定
を
受
け
、
約
半
世

紀
を
経
て
い
る
。
し
か
し
、
木
造
ゆ

え
に
ネ
ズ
ミ
や
害
虫
等
に
よ
る
腐
食

も
進
み
、
大
々
的
な
修
復
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
。

　

数
年
前
に
専
門
家
に
よ
る
修
復
見

積
も
り
に
よ
り
、検
討
し
た
が
、あ
ま

り
に
も
高
額
だ
っ
た
た
め
、各
方
面

で
の
助
成
制
度
の
活
用
を
調
査
し
、

一
度
申
請
を
し
た
経
緯
が
あ
る
が
、

進
展
な
く
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

町
と
し
て
は
県
の
文
化
財
課
や
文

化
庁
等
に
対
し
、
何
ら
か
の
働
き
か

ど
う
す
る
！

　

文
化
財
の
保
護

竹
内　

哲
夫　

議
員

け
を
し
た
こ
と
が
あ
る
の
か
。

　

ま
た
、今
後
こ
れ
ら
に
関
し
て
ア

ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
予
定
は
な
い
か
。

文
化
財
は
所
有
者
の
財
産 

維
持
管
理
は
所
有
者
で　

答　

濱
中
教
育
長

　

指
定
文
化
財
は
、
地
域
の
歴
史
や

文
化
等
を
正
し
く
理
解
し
、
将
来
の

文
化
の
向
上
発
展
の
基
礎
と
な
る
も

の
で
あ
る
。

　

当
町
で
は
、
昭
和　

年
に
奈
半
利

３７

町
内
に
所
有
す
る
文
化
財
の
保
護
・

活
用
を
図
り
、
町
民
の
文
化
向
上
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
文
化
財

保
護
条
例
を
策
定
し
、
貴
重
な
る
文

化
遺
産
や
価
値
の
高
い
も
の
で
町
が

保
護
し
な
け
れ
ば
衰
亡
の
恐
れ
が
あ

る
も
の
を
指
定
し
て
い
る
。

　

車
瀬
地
区
の
大
日
寺
に
あ
る
木
造

金
剛
界
大
日
如
来
像
は
、
藤
原
時
代

に
造
ら
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
お

り
、
元
は
車
瀬
の
横
手
山
光
覚
寺
に

祀
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、
天
正
２
年

（
１
５
７
４
年
）
長
宗
我
部
元
親
が

北
川
郷
鳥
ケ
森
城
主
北
川
玄
蕃
頭
を

攻
め
た
際
、
光
覚
寺
一
帯
は
兵
火
に

あ
い
焼
失
し
た
が
、
大
日
如
来
像
は

兵
火
か
ら
免
れ
、
そ
の
跡
地
に
大
日

堂
が
建
て
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
代
々
清
岡
家
が
堂
守
を
し
て
い

た
が
、
明
治
末
期
か
ら
無
住
の
堂
と

な
っ
て
お
り
、
本
尊
の
虫
害
が
進
ん

で
い
る
。

　

登
録
文
化
財
の
保
護
や
維
持
管
理

に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
も
所
有
者

の
財
産
で
あ
り
、
原
則
所
有
者
に
お

願
い
し
て
い
る
。

　

条
例
で
は
、保
護
文
化
財
が
滅
失

し
、き
損
し
又
は
、衰
亡
す
る
恐
れ
が

あ
る
と
認
め
た
場
合
は
所
有
者
又

は
、管
理
者
に
対
し
、管
理
方
法
の
改

善
、保
存
施
設
の
設
置
、そ
の
他
保
護

に
関
し
、必
要
な
措
置
を
勧
告
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
な
っ
て
い
る
。

　

平
成　

年
度
に
所
有
者
で
あ
る
車

１４

瀬
地
区
と
修
復
に
向
け
た
協
議
を
行

い
、
専
門
業
者
で
あ
る
財
団
法
人
美

術
院
に
見
積
も
り
請
求
し
た
と
こ
ろ

６
０
０
万
円
と
い
う
高
額
な
経
費
で

あ
っ
た
。

　

文
化
財
保
護
条
例
に
は
、
文
化
財

の
維
持
管
理
は
、
所
有
者
負
担
が
原

則
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
特
別

の
事
情
が
あ
る
場
合
に
限
っ
て
、
教

育
委
員
会
が
そ
の
経
費
の
一
部
を
負

担
で
き
る
と
あ
り
、
所
有
者
で
あ
る

車
瀬
地
区
と
も
協
議
し
た
が
、
所
有

者
負
担
が
高
額
で
あ
る
こ
と
か
ら
修

復
を
断
念
し
た
経
緯
が
あ
る
。

　

そ
の
後
、
県
文
化
財
課
や
文
化
庁

に
対
し
、
有
利
な
助
成
制
度
が
な
い

か
模
索
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
住
友
財

団
の
助
成
制
度
に
該
当
す
る
と
の
こ

と
か
ら
車
瀬
地
区
と
協
議
し
、
申
請

を
行
っ
た
が
不
採
択
に
終
わ
っ
た
。

　

今
後
に
つ
い
て
も
、
仏
像
の
修
復

に
該
当
す
る
有
利
な
助
成
制
度
を
探

し
、
車
瀬
地
区
へ
の
協
力
を
惜
し
ま

ず
、
申
請
を
行
っ
て
い
き
た
い
。▲大日寺（車瀬）にある大日如来像
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問　

関
東
・
関
西
奈
半
利
会
は
、
同

郷
者
の
集
い
と
し
て
ま
た
、
会
員
相

互
の
親
睦
を
図
り
、
郷
土
発
展
の
た

め
に
も
何
ら
か
の
寄
与
・
貢
献
を
目

的
と
し
て
発
足
し
た
と
聞
く
。

　

こ
の
関
東
・
関
西
奈
半
利
会
も
長

関
東
・
関
西
奈
半
利

会
を
奈
半
利
町
で
開

催
す
る
考
え
は

中
川　

和
明　

議
員

い
年
月
が
た
ち
会
員
も
高
齢
化
し
、

仕
事
か
ら
も
第
一
線
か
ら
退
き
、
会

員
の
集
ま
り
も
少
な
く
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
奈
半
利
に
住

ん
で
い
た
家
も
な
く
、
今
後
の
開
催

が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

　

「
今
後
も
子
ど
も
や
孫
た
ち
に
受

け
継
い
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る

が
、
今
後
の
取
り
組
み
を
考
え
て
ほ

し
い
」
と
関
西
の
代
表
か
ら
話
が

あ
っ
た
。

　

そ
う
し
た
中
、ふ
る
さ
と
応
援
寄

付
金（
ふ
る
さ
と
納
税
）へ
の
協
力
も

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

こ
の
会
は
毎
年
１
回
開

催
さ
れ
、
町
の
代
表
と
し

て
、
町
長
、
議
長
が
出
席

し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
奈
半
利
町
に

帰
っ
て
き
て
も
ら
う
な
ど

町
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

に
よ
っ
て
、
親
戚
や
子
ど

も
、
お
孫
さ
ん
た
ち
に

も
、
親
の
ふ
る
さ
と
で
あ

る
奈
半
利
町
に
関
心
と
感

謝
を
し
て
も
ら
う
取
り
組

み
を
考
え
る
こ
と
が
大
切

だ
と
思
う
。

　

そ
こ
で
、
毎
年
行
わ
れ

て
い
る
県
東
部
で
最
大
の

奈
半
利
町
港
ま
つ
り
に
合

わ
せ
て
奈
半
利
会
を
当
町
で
開
催
す

る
考
え
は
な
い
か
。

町
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
く

答　

中
島
総
務
課
長

　

こ
の
奈
半
利
会
は
、
同
郷
者
の
集

い
と
し
て
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
図

り
、
郷
土
奈
半
利
町
の
発
展
の
た
め

に
多
く
の
貢
献
を
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
。

　

関
東
奈
半
利
会
は
、
発
足
し
て　
１９

年
が
経
過
し
、
ま
た
、
関
西
奈
半
利

会
は
、　

年
が
経
過
し
て
い
る
こ
と

１６

も
あ
り
、
会
員
の
高
齢
化
も
進
み
、

年
々
参
加
者
が
減
る
傾
向
に
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
奈
半
利
町
で
生
ま
れ
て

も
関
東
・
関
西
で
育
つ
２
世
が
多
く

な
っ
て
き
た
こ
と
な
ど
時
勢
の
変
化

に
よ
る
も
の
も
あ
る
と
考
え
る
。

　

今
後
、広
報
な
ど
で
総
会
の
開
催

や
活
動
内
容
を
Ｐ
Ｒ
し
た
り
、若
者

が
奈
半
利
町
に
愛
着
を
持
て
る
よ
う

な
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　

奈
半
利
町
で
の
開
催
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
各
会
に
町
と
し
て
、
助

言
を
し
て
い
き
た
い
。

特
産
品
の
旬
の
季
節
に
奈
半
利
町

に
帰
っ
て
も
ら
う
取
り
組
み
は

問　

町
内
で
活
躍
し
て
い
る
グ
ル
ー

プ
の
加
工
品
や
加
領
郷
の
漁
師
が
つ

く
っ
た
船
上
天
日
干
し
、
季
節
限
定

の
特
産
品
な
ど
を
も
て
な
し
て
、
奈

半
利
の
海
・
山
・
川
で
の
体
験
や
自
然

豊
か
な
米
ケ
岡
の
生
活
体
験
学
校
で

宿
泊
し
て
い
た
だ
く
な
ど
の
取
り
組

み
は
で
き
な
い
か
。

関
東
・
関
西
奈
半
利
会
の
代

表
者
と
検
討
し
た
い

答　

中
島
総
務
課
長

　

当
町
に
は
、
ス
イ
カ
、
奈
半
利
米
、

イ
チ
ジ
ク
、
キ
ン
メ
、
カ
ツ
オ
、
イ

カ
、
ハ
ウ
ス
野
菜
な
ど
季
節
を
問
わ

ず
、
多
く
の
特
産
品
が
あ
り
、
そ
れ

ら
を
生
か
し
て
地
域
の
活
性
化
を
図

ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
奈
半
利
会
の
総
会
で

は
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
の
案
内

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
特
産
品
を
お
土
産

と
し
て
持
参
す
る
こ
と
で
郷
土
の
取

り
組
み
や
発
展
の
様
子
を
つ
ぶ
さ
に

報
告
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
以
前
に
は
、
町
民
運
動
会

へ
の
参
加
を
提
案
し
た
経
緯
も
あ
り

ま
す
が
、
観
光
イ
ベ
ン
ト
と
の
連
携

も
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
会
の
継

続
方
法
と
合
わ
せ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
代

表
者
と
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議会を傍聴してみませんか？
あなたの傍聴が議会を活性化しますあなたの傍聴が議会を活性化しますあなたの傍聴が議会を活性化します
次の定例議会は３月中旬開会予定です

▲１０月１８日に開催された関西奈半利会
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☆
町
の
ニ
ュ
ー
ス

なはりきれいな町をつくろう会活動報告についてなはりきれいな町をつくろう会活動報告について

地区を美しく～東浜地区会の取り組み～

▲水路での生物採取状況

　なはりきれいな町をつくろう会では、昨年９月８日（火）
に、学校教育との連携活動として小学５年生を対象にした
『田んぼの生きもの調査』を実施しました。
　田んぼの生きもの調査とは、これまで田やその周辺に
おける生物の調査があまり行われなかったことにより、詳
細な情報が不足していることから各地で生物調査を行う
事業です。調査結果を蓄積していくことにより、田んぼ
周辺の生態系がどういったものかを把握するとともに、
より良い環境を作り出すために役立てていきます。
　今回、活動区域の水路から水生生物やカエルを採取し、
各生物の大きさを測る作業を行いました。子どもたちは
普段体験できない講習に大変興味を持ち、積極的に調査
をしてくれました。協力していただきました小学５年生の
皆さん、本当にありがとうございました。
　また、１１月８日（日）に、農地・水向上活動として、農道・水路法面の草刈り・泥上げ作業を実施いたしました。
　当日は、２５人以上のボランティアの方々に参加していただきましたおかげで、妙見ノ西地区の主要農道・用水路がき
れいになりました。ご参加いただきまして本当にありがとうございました。
　今後もなはりきれいな町をつくろう会が、地域に即した効果的な活動になるよう、皆様のご理解とご協力をお願いい
たします。

　東浜地区会（平成１９年度設立・濱内正氏会長）では、「地
区を美しく」を合言葉に、地区内の公園などの清掃や草
刈り、ごみステーションの管理などをボランティアで行っ
ています。
　この取り組みは、地区会設立当初に濱内会長の呼びか
けにより始まり、今年で３年目となりますが、地区の環境
を保つだけではなく、地域の方々に環境保全の自覚を促
す効果も現れています。
　このような取り組みが地区外へも広がり、住民の皆様
一人一人の環境への意識が高まれば、より美しい奈半利
町になるのではないでしょうか。

▲農道法面の草刈り作業 ▲水路の泥上げ作業

▲集合写真

▲水路での生物採取状況
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メリークリスマス！
　毎日寒いですね。私の故郷オーストラリアの冬
の平均気温は１１℃～２１℃なので日本の冬の厳し
さにはまだまだ慣れません。そんな寒がりな私は
年末年始を、オーストラリアで過ごしました。
　オーストラリアでは、クリスマスが日本のお正月
と同じように、家族みんなで楽しく過ごす１日で
す。
　また、わたしが日本にいる間に、甥２人と姪１人
が生まれたと連絡があり、どうしても会いたかった
ので帰省することに決めました。両親や兄弟に会
うのも１年半ぶりだったのでとてもうれしかったで
す。

あけましておめでとうございます！
　お正月というと日本では年賀状というものがあ
りますね。残念ながらオーストラリアには年賀状は
ありません。その代わりにクリスマスカードという
ものがあります。１２月の上旬から２５日までの間に
親しい人からクリスマスカードが家に届きます。そ
して私も贈りたい人に送ります。
　みなさん今年もよろしくお願いします！！

ピーターからのお知らせです！！

〇２月２１日（日）に
　加領郷小学校発表会をします！！

　みなさんは「おおきなかぶ」という話は知って
いますか？
　こんどの学校
発表会で加領郷小
学校の児童全員が
この話を英語で演
じます。分かりや
すいように表情や
体で表現し、楽し
い「おおきなか
ぶ」となっていま
す！！
　２月２１日（日）
はぜひ加領郷小学
校へ見に来てくだ
さい！！

ピーター・マコスカ

ピーターからみなさんへ
　　　　クリスマスカードです！！

 MERRY CHRISTMAS
AND

A HAPPY NEW YEAR!!

猛練習中
の生徒と私

新年を迎え新年を迎え
幼稚園も幼稚園も
　　始業式　　始業式

新年を迎え
幼稚園も
　　始業式
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　奈半利中学校の亀川校長に部活動について聞いてみました。
　「奈半利中学校では、部活動を重要な教育活動として位置づけ、原
則として、全生徒が部活動に取り組んでいます。今年度は、野球部、卓
球部、陸上部、バスケット部、吹奏楽部、美術・手芸部の６つの部が、
大会に向け練習で汗を流したり、技術力の向上や、納得のゆく
作品の完成に向けて、日々取り組んでいます」

中学校の活動を紹介します中学校の活動を紹介します

奈半利中学校
～部活動～

　現在部員は６人で頑張っています。
　練習は、キャッチボール、バッティング、守備練習、走塁練習
などを行いながら、体力づくりだけでなく、野球のノウハウを教
えてもらっています。
　陸上部の６人に協力してもらい、１２月６日に初めての練習試
合を行いました。
　１試合目の清水ケ丘中に５対３で勝ちましたが、２試合目の市
立安芸中には１対２で負けました。最初は不安ばかりでしたが、
みんなが頑張ってくれたおかげで試合もでき、感謝の気持ちで
いっぱいです。
　新人野球大会では、少ない人数の中で好成績を残すことが

できました。決勝トーナメントでは負けてしまったけど、悔いの残らない試合ができ
ました。楽しくできたのも地域の皆さんのおかげです。ありがとうございました。

　卓球部の活動内容は、練習試合や大会に向けての練習が
中心で、基本練習から始まり、時間のある時は三球攻撃や課
題練習などをやっています。そして最後に「かいだん」といっ
て、試合形式の練習をして終わっています。
　部員数は１１人で、目標は、中芸大会優勝、郡大会優勝です。
　昨年の中芸大会の団体戦では、惜しくも準優勝でした。個
人戦では、３年生の廣末一馬君が準優勝し、郡体の個人戦で
は、ベスト８に入り、県体へ出場しました。
　次の冬季卓球大会では、１球１球集中して、最後まで全力を
尽くし切って、悔いの残らない試合をしていきたいと思ってい
ます。
　このチームはよく、お互いに注意などをし合い、上級生が下級生に積極的に教
えている所など、すごく良いチームになったと思っています。
　これからも、今までの先輩たちの良い所をどんどん見習って強くなっていきた
いです。

　陸上部は１６人で活動しています。
　部員はみんな明るく、とてもにぎやかです。
　シーズン中は、１人１人が自分の種目の練習をしています。
　大変な時もあるけれど、みんな自己ベストを目指して頑張
っています。
　シーズンオフに入ると、シーズン中とは違った練習メニュー
で、楽しみながらトレーニングをしています。
　短い練習時間の中で集中して練習し、各大会で、良い成績
を残していっています。
　また、標準記録を突破し県体や四国大会、ジュニアオリンピ
ックなど、大きな大会にも出場したりしています。
　これからも、日々の練習を大切にしていき、各大会で、自己
ベストを更新し、大きな大会でも良い成績を残せるように、み
んなでがんばっていきたいと思っています。

担当 ： 森田　薫之 先生

担当 ： 原山　芳枝 先生

６つ  の部の活動状況を、活動している生徒たちに聞いてみました。

野 球 部

担当 ： 小松　武志 先生

卓 球 部

陸 上 部

紹介者：キャプテン
谷岡　隆汰さん

紹介者：キャプテン
根本　征和さん

紹介者：キャプテン
谷岡　千春さん

亀川　孝志 校長



滑　なはり広報　No.26819

　私たち、奈半利中学校吹奏楽部は、現在、３年生５人が引退
した後、２年生７人、１年生２人の計９人という少ない人数で活
動しています。
　本年度は「悔いの残らない演奏をする」ことを大きな目標
として日々の練習に取り組んできました。
　主な活動は、４月の入学式、８月の高知県吹奏楽コンクー
ル、１１月の町民運動会、３月の卒業式などでの演奏です。
　今年度の吹奏楽コンクールは、１４人で参加し、銀賞をいた
だきました。
　そして、１１月には、１年間の区切りとなる定期演奏会を行
いました。今年の定期演奏会は、新型インフルエンザが流行
している中、地域・保護者の方々、先生方と友情出演、ＯＧの方など、たくさんの方々
にご協力いただき、無事成功させることができました。
　まだまだ歴史の浅い吹奏楽部ですが、これからも一つひとつの演奏に、全員が全
力で取り組み、より良い演奏を目指していってほしいです。

　私たち、バスケットボール部は朝と放課後に練習して
います。
　部員数は、１年生が１０人、２年生が３人の１３人です。
　２年生が少なく大変だけど、協力しながら引っ張って
行っています。
　目標は、公式戦で１勝することです。そのために私たち
はコートの中で戦っています。
　先日、室戸中学校に練習試合で勝つことができ、この
調子で公式戦もやっていきたいと思っていましたが、１２
月１２日の新人戦では清水ケ丘中学校と県立安芸・佐喜
浜の合同チームに負けてしまいました。
　みんなくやしがっていましたが、練習の成果を出せたと思います。
　これからも「One for all, all for one」の気持ちで頑張りたいです。

中学校の活動を紹介します　皆さんもご存じのように奈半利町には、小学校２校、中学校１校があり、子どもたちは
自然に囲まれのびのびとしなやかに育っております。
　ここでは、前回の小学校の活動紹介に引き続き、中学校の活動の一部を紹介します。

　私たち、美術・手芸部は、前期と後期で活動内容が違います。
前期（４月～10月まで）は、スケッチ、ポスター、切り絵を制作
しています。今年は「奈半利町お宝を描こう展」、「虫歯予防
ポスター」への出品、切り絵による紙芝居・しおり作りをしまし
た。
　後期（11月～3月）は編み物で、マフラー作りをしています。
　部員数は、2年生6人、3年生2人で活動しています。
　1つでも多くの作品を作ることを目標に取り組んでいます。
　愛光園、幼稚園等に奈半利中学校美術・手芸部として寄付
したりできることを誇りに思っています。

　現在１年生の部員数はゼロです。来年度は、１年生の部員が少しでも増え、美術・手
芸部を引き継いでいってもらえることを部員一同願っています。

　◎　このほか、本誌にも記事として掲載されていますが、中学生駅伝大会に向け、各クラブより選抜した選手による「駅伝
部」を立ち上げ、活動も行っています。
　　このように奈半利中学校は、生徒の人数が100人足らずの規模ですが、6つのクラブがそれぞれの目標を持ちながら、
生徒一人ひとりも、自分たちの目標に向かって活動しています。また、学校内だけの協力態勢だけでなく、卒業生や保護
者、地域の方々等のサポートを受け、生徒たちの各部活を盛り上げていただいています。
　　これからも、各クラブの活躍をお知らせしていきたいと思いますので、皆様のご協力・ご声援をよろしくお願いします。

担当 ： 濱内　福美 先生

担当 ： 間城　香代 先生

担当 ： 佐竹　崇志 先生

バスケットボール部

美術・手芸部

吹 奏 楽 部

紹介者：前キャプテン
林田　恵奈さん

紹介者：キャプテン
礒部　京香さん

紹介者：前キャプテン
椋本　綾乃さん
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は
、
お
早
め
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。

儉
僵
儉
僵
儉
僵
儉
僵
儉
僵
儉
僵
儉

国
民
年
金
に
は

　
 

　
　
　

任
意
加
入
制
度
が
あ
り
ま
す

　

国
民
年
金
は
、　

歳
か
ら　

歳
ま

２０

６０

で
の　

年
間
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

４０

に
よ
り
、満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
（
７

９
２
、１
０
０
円
）
が
受
け
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
保
険

料
を
納
め
ら
れ
な
か
っ
た
り
、公
的

年
金
に
未
加
入
の
期
間
が
あ
る
と
、

満
額
の
基
礎
年
金
は
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。ま
た
、保
険
料
を
納
め
た
期
間

（
免
除
や
学
生
納
付
特
例
が
認
め
ら

れ
た
期
間
を
含
む
）が　

年
以
上
な

２５

け
れ
ば
、年
を
取
っ
て
か
ら
年
金
を

受
け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

任
意
加
入
制
度
は
、　

歳
ま
で
に

６０

受
給
資
格
期
間
を
満
た
せ
な
い
方

や
、
受
給
資
格
期
間
は
満
た
し
て
い

て
も
、
未
納
や
未
加
入
期
間
が
あ
る

た
め
減
額
と
な
る
年
金
を
、
よ
り
満

額
に
近
づ
け
た
い
と
い
う
方
の
た
め

に
、　

歳
以
降
も
引
き
続
き　

歳
ま

６０

６５

で
国
民
年
金
に
加
入
で
き
る
制
度
で

す
。

　

な
お
、
昭
和　

年
４
月
１
日
以
前

４０

生
ま
れ
の
方
は
、　

歳
ま
で
に
受
給

６５

資
格
期
間
を
満
た
せ
な
か
っ
た
場

合
、
特
例
的
に　

歳
ま
で
延
長
し
て

７０

任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
任
意
加
入
の
方
に
は
免
除

制
度
は
適
用
さ
れ
ず
、
必
ず
保
険
料

を
口
座
引
き
落
と
し
に
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
お
近
く
の
年
金

事
務
所
ま
た
は
、
お
住
ま
い
の
市
町

村
役
場
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ね
ん
き
ん
定
期
便
の

　
 

　
　
　
　
　
　
　

送
付
に
つ
い
て

　

昨
年
４
月
か
ら
現
役
の
年
金
加
入

者
に
対
す
る
ね
ん
き
ん
定
期
便
が
送

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
昨
年
末
よ
り
老

齢
年
金
受
給
者
で
厚
生
年
金
の
加
入

期
間
が
あ
る
方
に
対
し
て
、「
標
準

報
酬
の
お
知
ら
せ
」
が
送
ら
れ
始
め

て
い
ま
す
。
届
い
た
方
は
、
厚
生
年

金
加
入
時
の
給
料
と
の
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

時　間左記以外の日（祝日除く）相　談　区　域場　所相談日

午前

９時３０分

～

午後４時

　

　

（正午～　

午後１時

は休憩）

１月２７日㈬～１月２９日㈮迄
（上記期間役場で受付）

加領郷、大原、西の平
高知県漁協
加領郷支所
（２階和室）

１月２６日
（火）

２月３日㈬～２月５日㈮迄
（上記期間役場で受付）

法恩寺、東浜、生木、弓場、
宮の岡、六本松、平、花田、
宇川、須川、久礼岩

福祉センター
２月２日
（火）

２月１０日㈬～２月１２日㈮迄
（上記期間役場で受付）

車瀬、中里、百石、樋ノ口中里集会所
２月９日
（火）

２月１７日㈬～２月１９日㈮迄
（上記期間役場で受付）

上長田、下長田、東町、
平松

奈半利町役場
２月１６日
（火）

２月２４日㈬～２月２６日㈮迄
（上記期間役場で受付）

立町、横町、米ケ岡、池里、
港町

奈半利町役場
２月２３日
（火）

　
　
　
平
成　

年
度
（
平
成　

年
分
所
得
）　　

町
・
県
民
税
申
告
の
ご
案
内　

２２

２１
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国保税の申告はお早めに！！国保税の申告はお早めに！！国保税の申告はお早めに！！

臨時職員登録者募集臨時職員登録者募集臨時職員登録者募集
　奈半利町では、平成22年度中に臨時職員として仕
事を希望する方の登録を行っています。登録を希望
する方は、下記によりお申し込みください。
　なお、この臨時職員登録者募集は、町で臨時職員が
必要となったときのために、事前に登録するもので、
雇用を約束したものではありませんのでご了承くだ
さい。

◎職務内容
　一般事務（業務）補助、保健師、看護師、保育士、幼稚
園教諭など

◎採用方法
　登録された方の中から審査（面接または書類審査
等）を実施し、雇用される方に対し通知します。
　雇用については不定期であり、すぐに採用されな
い場合があるほか、職種によっては登録されても期
間内に雇用されない場合もありますのでご了承くだ
さい。また、雇用は選考によるものであり、登録され
た順番によるものではありません。

◎申込対象者　心身ともに健康な18歳以上の方

◎勤務条件
①勤務場所／本庁、出先機関又は勤務（作業）現場
②雇用期間／ 1カ月から6カ月の不定期（最長1年）
③勤務日／月曜日から金曜日の週5日以内ですが、職
種により土日勤務がある場合があります。
　
◎登録有効期限
　平成22年4月1日～平成23年3月31日

◎勤務時間
　午前8時30分～午後5時15分（職種により勤務時間
が変わる場合があります）

◎申込方法
　本町指定の履歴書に必要事項を記入し写真を貼付
のうえ、総務課人事係まで申し込みください（郵送
可）。なお、提出していただいた履歴書は返却いたし
ませんのでご了承ください。

◎受付期間　随時受け付けします。

2010年農林業センサスが実施されます2010年農林業センサスが実施されます2010年農林業センサスが実施されます
　農林水産省では、平成22年2月1日現在で、「2010年農林業センサス」を実施します。この調査は、我が国の
農林業・農山村地域の実態を明らかにする最も基本的な調査です。
　１月中旬から調査員が農林業関係者の方々を訪問しますので、調査票に農林業の経営状況などの記入をお
願いします。
　調査票に記入された事項は、統計以外の目的には使用されませんので、ご協力をお願いします。

●問い合わせ先：奈半利町役場　総務課　税係　　TEL　０８８７－３８－４０１１

●申し込み・問い合わせ先　　奈半利町総務課　　TEL　0887－38－4011

●問い合わせ　　奈半利町総務課　統計担当者　　TEL　0887－38－4011

　国民健康保険の加入者は、保険税の算定のため、
所得の申告が必要となります。
◎申告の必要ない人
　1.確定申告又は町・県民税の申告をした人
　2.給与所得のみの人で、給与支払報告書が会社か
ら役場に提出されている人

　3.公的年金等以外に所得がない場合で、公的年金
等支払報告書を役場に提出した人

◎申告の必要な人
　上記以外の人で、国民健康保険税の納税義務者及
びその世帯に属する国保加入者
　（注意）所得税や町・県民税の申告の必要なし、といわ
れた所得額の人でも、国民健康保険の加入者は、申告が
必要となります。

◎必要なもの
　印鑑、申告に必要な書類（源泉徴収票または給与
支払者の証明書など）
◎申告期限
　平成22年３月15日（月）まで
◎その他　
　1.所得の申告が遅れると、保険
税が追加徴収される場合が
あります。

　2.所得金額が軽減措置に該
当する方でも、申告をしな
いと軽減措置を受けられ
ません。
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　１１月７日（土）、奈半利町と町の食生活推進協議会・健康づくり婦
人会、安芸地区勤労者健康づくり推進協議会の協力を得て『奈半
利町健康まつり』を開催しました。
　インフルエンザの影響も考えられましたが、総勢８０人の参加が
ありました。
　ウオーキングのコースとして、健康づくり婦人会の協力のもと完
成させた「奈半利町健康ウオーキング案内地図」に載っているふる
さと海岸満喫コースを歩きました。日頃ウオーキングしている方だ
けでなく、「友達に誘われたから」と運動初心者の方もたくさんいま
したが、天気がよく海岸線の眺めの良さも手伝い、ほぼ参加者全員
が約1時間のコースをすべて歩き、ウオーキングを楽しみました。
　ヘルスメイト健康食事コーナーでは、「脱メタボ！食べ過ぎを
防ごう！！」と題からも分かるよう、ヘルスメイトの会長から、食
べ過ぎを防ぐ食事の食べ方について説明を受け、保健センター
の駐車場にテーブルを広げ大昼食会が行われました。デザート
までついて約５００Kcalとヘルシーな昼食でしたが、味は美味
しく満足感も得られていたようです。
　参加者の声として、「今後も参加したい」「時々ウオーキングがあ
ればよい」等聞かれました。

ハートウオーキング
ヘルスメイト健康食事コーナー
開催

　第58回 高知県市町村対抗駅伝競走大会が平成22年１月31日に開催されます。今年で58回目となる市町村対抗駅伝
は、各市町村代表のランナーが新春の室戸路を郷土の名誉をかけて戦う大会！！
　奈半利町からも選りすぐりのランナーが、室戸市から安芸市までの８区間、計46.5ｋｍを伝統のタスキでつなぎま
す。奈半利町を通過する際は皆さんの熱い応援をお願いします。

　●期　日 ： 平成22年１月31日（日）　午前10時スタート　雨天決行
　●コース ： 区間（46.5km）　室戸市～奈半利町（12時前後通過予定）～安芸市

第20回　奈
半利町健康

まつり

第20回　奈
半利町健康

まつり

　 ～テー
マ　「みん

なでつくろ
う！健康な

町なはり」
～

　 ～テー
マ　「みん

なでつくろ
う！健康な

町なはり」
～

第20回　奈
半利町健康

まつり

　 ～テー
マ　「みん

なでつくろ
う！健康な

町なはり」
～

市町村対抗駅伝競走大会 奈半利町チームを応援しよう市町村対抗駅伝競走大会 奈半利町チームを応援しよう市町村対抗駅伝競走大会 奈半利町チームを応援しよう

　非常勤の特別国家公務員として、それぞれの職業に従事
しながら年間５日～十数日の訓練に参加し社会（国）に貢献
できる制度です。
◎受験資格
　一般公募：18歳以上34歳未満
　技術公募：18歳以上で保有する技能により53～ 55歳未
満
◎受付期間 第１回：１月12日（火）～４月９日（金）
 第２回：７月20日（火）～10月８日（金）

注：第１回で採用予定数に達した場合、第２回は
実施しない場合があります。　　　　　　　

◎試験日 第１回：４月17日（土）～４月19日（月）
 第２回：10月16日（土）～10月18日（月）

注：いずれか１日を指定されます。

詳しくは自衛隊高知地方協力本部 安芸地域事務所までご
連絡下さい。
　安芸市本町３丁目１１－５（Smile Aki前２Ｆ）
　電話　　0887－35－2749
　ＵＲＬ      http://www.mod.go.jp/pco/kochi/
　携帯サイト
　　　http://www.mod.go.jp/pco/kochi/itop.htm

平成２２年度　平成２２年度　『予備自衛官補』募集『予備自衛官補』募集平成２２年度　『予備自衛官補』募集
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楽しい食事で心と体をはぐくむ　＜学童期の食育編＞
　学童期（小学１～６年生）は、生涯を健康に過ごすための食習慣を身につける大切な時期です。
　小学校の６年間で、身長は約３５ｃｍ伸び、体重は約２０ｋｇ増加します。朝食を抜いたり、濃い味付けを好んだ
りする習慣を大人になってから直すのは大変です。
　１日３回、規則的にバランスのよい食事をし、成長期に必要なたんぱく質や鉄、カルシウムなどを十分とるよう
心がけましょう。
　そして何より、「家族と食べる」ことが食育の第一歩。家族で楽しく食べることは、心を豊かにし、安定した情緒を
はぐくみます。
　さらに、はしの持ち方や食べ方のマナーが自然と身につく機会も多くなります。
　１日に１回は、家族と一緒に食べるようにしましょう。

こんに
ちは

家族みんなでチェック
★朝ごはんを毎日食べていますか
　朝食しっかりとると、頭がすっきり、勉強もはかどります
　朝食も主食・主菜・副菜をそろえてバランスよくとりましょう
★よくかんで味わって食べていますか
　肥満予防につながります
★好き嫌いなく食べていますか
　家族でいろいろな味を体験すると、味覚の幅が広がります
★家族や親しい人などと楽しく食べています
　食事がコミュニケーションを深めます

作り方
①食パンは半分に切ってから、トーストし、厚みに横
から切り目を入れる。（トーストする前だときれい
に切れません。）

②スクランブルエッグを作る。
③①の切れ目にマヨネーズを塗り、②とレタス、ハム、
スライスチーズをパンの切れ目にはさんでいく。

お好みで具材をかえて、オリジナル
のものを作ってみるのもいいですね

作ってみませんか

 ホットサンド風サンドイッチ

材料（１人分）

　食パン（５枚切り） … １枚

　卵 … １個

　砂糖・塩 … 少々

　レタス … 適量

　ハム … ２枚

　スライスチーズ … １枚

　マヨネーズ … 大さじ１

　心臓や腎臓などの内臓の機能に障害がある身体障害の内部障害に、新たに肝臓機能障害が追加
されます。
　肝機能障害の重症度分類の最重度の状態が3カ月以上続いていて、日常生活活動に著しい制限が
ある人や肝臓移植後に抗免疫療法を受けている人が対象です。
　「肝臓機能障害の認定基準」と「指定医師（抜粋）一覧」は各市町村の障害福祉担当課、県庁・障害
保健福祉課、各福祉保健所にあります。
　

　<身体障害の申請について>
　２月から申請できますが、身体障害者手帳の交付は4月1日以降になります。申請書は各市町村
の障害福祉担当課にご提出ください。

　

　<申請に必要なもの>
　申請書・指定医師の診断書・写真３枚（縦４センチ横３センチ）
　申請書や診断書の用紙は各市町村の障害福祉担当課にあります。

　
お問い合わせ先

役場　住民福祉課　障害福祉担当　緯 ３８－８１８１

4月から重症の肝機能障害が
身体障害者手帳の対象になります

第20回　奈
半利町健康

まつり

　 ～テー
マ　「みん

なでつくろ
う！健康な

町なはり」
～

市町村対抗駅伝競走大会 奈半利町チームを応援しよう

平成２２年度　『予備自衛官補』募集
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◎ 新たな農地制度について、詳しくは農業委員会へお問い合わせください

●農地を利用できる者の範囲が拡大されます！

●市町村等が農地所有者に代わって農地の借り手を
さがす事業が創設されます！

１．農地の貸し借りがしやすくなります！

●違反転用等をした場合の罰金額が大幅に引き上げ
られます！

２．許可を受けずに農地を転用したときなどの処分が強化されます！

●相続等によって農地を取得した場合には、農業委
員会へ届け出を行うことになります！

●自ら耕作できない場合等は、農業委員会が貸し借
り等のあっせんをします！

3．農地を相続したときは農業委員会へ届け出が必要になります！

新しい農地法等はこうなります新しい農地法等はこうなります!!新しい農地法等はこうなります新しい農地法等はこうなります!!新しい農地法等はこうなります!!

　わが国の食料自給率は４１％で、先進国の中で最低水準です。
　将来に向けて食料の国内自給力を高めるためには、かけがえのない農地を守り、
活かすことが重要です。
　こうした観点から農地法等が改正され、年内から施行されることとなっています。

農地を貸借・売買したり転用するときは…農地を貸借・売買したり転用するときは…
『農地法等の許可』が必要です！！『農地法等の許可』が必要です！！

農地を貸借・売買したり転用するときは…農地を貸借・売買したり転用するときは…
『農地法等の許可』が必要です！！『農地法等の許可』が必要です！！

農地を貸借・売買したり転用するときは…
『農地法等の許可』が必要です！！
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ゴミ出しのゴミ出しの
ルールルールを守ってを守ってきれいなきれいな街！！

ゴミ出しの
ルールを守ってきれいな街！！

粗大ゴミの処理の仕方粗大ゴミの処理の仕方粗大ゴミの処理の仕方

奈半利町

朝７：３０から収集
を行い、クリーン
センターへ配送
します。

奈半利町各収集日の朝７：３０までに
ゴミステーションへ出し
て下さい。

可燃性の物は選別・解体した後、
ダンプにて安芸メルトセンターへ

金属性の物は、
業者へ

指定袋へ入らない物（例：家具・タンス・椅子・机・畳・ふとん・ポリバケツ・ビニールトタンなど）1

2指定のカゴへ入らない物（例：ステレオ・ミシン・ガスコンロ・自転車・脚立・ベッドなど）

3一辺の長さが８０センチを超える物（例：ゴムホース・ロープ・じゅうたん・カーテンなど）

　金属ゴミ同様、今まで不燃物でくくられていたごみが、処理の仕方により
分別されるようになりました。収集日や、ごみの内容、出し方を参考にして
正しくルールを守りゴミを出しましょう。

今回は今回は粗大ゴミ粗大ゴミについて紹介します。について紹介します。今回は粗大ゴミについて紹介します。
混ぜればゴミ！分ければリサイクル！！

リサイクル
業者

ゴミステーション

奈半利町

奈
半
利
町

奈
半
利
町

奈
半
利
町

クリーン
センター

※収集日としては前の不燃物と同じで、毎月第１～４週までの各水曜
日に収集しています。

その後クリーンセンターにて、可燃性の物は解
体などをして、ダンプで安芸メルトセンターへ
配送をします。金属性の物は各材質に選別・圧
縮処理し、ストックをして業者に引き渡します。

①８０センチ以内サイズであれば、一般ゴミとして奈半利
町の指定袋へ入れて出して下さい。
②今までのような、不燃物というくくりはなくなったので
何でも出せば処理出来るということがなくなりました。
＊必ず分別をして、ルールを守り、クリーンな町をつ

くりましょう。

注
意
事
項

安芸広域
　メルトセンター

ごみ指定袋

あなたの街を美しく

奈半利町

一辺が80㎝以内ならば一般ゴミ

80㎝以内
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落
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う
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忘
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の
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酔　

客

死
ぬ
こ
と
に
な
っ
て
長
生
き
し
た
く
な
る 

酔　

客

※
長
年
掲
載
い
た
だ
き
ま
し
た
酔
客
先
生
が

先
日
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　

涸
川
の
色
し
て
五
位
鷺
の
動
か
ざ
る 

セ
ツ
子

柚
子
搾
る
準
備
お
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掘
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元
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Ｈ　

・　

・
３ 

女 

　
 

七　

区

２１

１１

８５

安
岡　

遵
子 

Ｈ　

・　

・
８ 

女 
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長
田

２１

１１

８９

福
留　

久
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Ｈ　

・　

・　
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法
恩
寺
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１１
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９２
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村　

岩
意 

Ｈ　

・　
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男 
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光
園
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８７
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義
行 
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女 

平 
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子 
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の

か
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白
髮 　
 
龍
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男 
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穂 
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陽
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男 
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名

※高知県内の最低賃金は、このほかに、高知
県最低賃金（時間額631円）、高知県一般貨
物自動車運送業最低賃金、高知県道路貨物
運送業最低賃金がありますので、詳細に
ついては高知労働局賃金室（☎088－
885－6024）まで。

●高知県電子部品・デバイス・電子回路、電子応
用装置、映像・音響機械器具製造業最低賃金
　時間額　731円

（平成21年12月30日改正発効）

　高知県農業公社では、使われていない農地や
ハウスなどを探しています。
　これらの情報を、新たに農業を始める方や、
農業の規模拡大を考えている方などに、就農相
談会や高知県農業公社のホームぺージなどを通
じて提供し、マッチングさせることで、耕作さ
れていない農地や遊休ハウスなどの有効活用を
図っていきたいと考えています。
　売ったり、貸したりできる農地やハウスな
どがございましたら、情報をお寄せください。

　高知県電子部品・デバイス・電子回路、電子
応用装置、映像・音響機械器具製造業最低賃金
が改正されました。

産業別最低賃金改正のお知らせ
必ずチェック最低賃金！使用者も労働者も

使われていない農地や
ハウスの情報提供のお願い

　 お問い合わせ先
　財団法人高知県農業公社
 　　　　　 ☎ 088－823－8618
　　　　　　　　　ＦＡＸ 088－824－8593
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InfoInfo

情報コーナー

掲示板
ー

板
まちの

情報掲示板

1

3

2

1

　全国から集まった各県の代表チームで争う「第4回Ｋボール全
国中学生秋季大会」が11月21日、千葉県で行われました。
　大事な初戦の緊迫した場面、リリーフで登板した西野投手は任
せられた1回を無安打のパーフェクトピッチングで北海道選抜を押
さえ込み、チームは勢いにのり延長戦の末5－1で快勝しました。
　続いて行われた準々決勝では、西野投手は前の試合で登板し
たためマウンドに登ることはありませんでした。高知県代表チーム
は強豪千葉県代表と白熱した投手戦の末、0－1で惜敗し、からく
も勝利した千葉県代表は優勝しました。
　また、西野投手は２日目の山形県代表とのエキシビジョンゲーム
で先発し、5回まで無失点の好投で、見事勝利投手となりました。
　今後の活躍も期待しています。

　12月9日、奈半利町運動公園にて、奈半
利町体育会　奈半利グラウンドゴルフ部主
催の第1回安芸郡市グラウンドゴルフ大会
が開催されました。東は甲浦から、西は安芸
まで、総勢約100人もの選手たちが集い、日
ごろから鍛えた腕を競い合いました。

西野　慎　投手（奈半利中３年）　パーフェクトピッチング‼

第4回　Ｋボール全国中学生秋季大会 ベスト8

奈半利グラウンドゴルフ部が上位を独占！！

第1回　安芸郡市グラウンドゴルフ大会が行われました

3

2

　結果は会場をホームグラウンドとする奈半利グラウンドゴル
フ部が上位を独占！！個人戦では、島岡千代子さん（下長田）
が見事優勝しました。
　おめでとうございます。

　11月22日（日）第60回高新中学駅伝大会が開催されました。
　この大会は先日行われた安芸地区中学駅伝の上位6チームに出場
権が与えられ、奈半利中学校も6位通過で出場権を獲得しました。
　予選では6位と力を出し切れず、最下位での出場に選手たちは奮
起、力の入った練習の中で選手それぞれが自己ベストを毎回更新す
るなど、短期間で急成長し、レギュラー争いも激しくなりました。
　そのし烈な争いの中で、奈半利中学校駅伝部はチームとしてまとま
り、大会に臨みました。

　当日は雨、気温も下がり走るコンディション
としては良くありませんでしたが、選手は駅
伝部12人の思いを胸にベストを尽くし、最後
までタスキを繋げました。
　結果、県内30チーム中18位、安芸地区の
中では4位となりました。
　来年以降の更なる活躍が期待されます。

ベストを尽くし、最後までタスキを繋げました

第60回　高新中学駅伝大会出場

大会をふりかえって
西野投手に
インタビュー

　「今回の選抜チームに選
ばれたことや大会での経験
は大きな自信となりました。
これで、中学野球は引退ですが、
高校野球ではまた気合いを入れて
頑張っていきたいです」と力強く話してくれました。

※Ｋボール…中学球児が高校野球への心構えをい
ち早く養う等の目的で作られた外見は軟式球で、大き
さや重さは硬式球と同規格のボール。

 1 区 3㎞ 2 区 3㎞ 3 区 3㎞ 4 区 3㎞ 5 区 3㎞ 6 区 3㎞

矢田　勝啓
【3年】
（樋ノ口）
10’02’’

田中　尚人
【1年】
（法恩寺）
10’04’

伊藤　正
【3年】
（生　木）
10’13’’

田中　勇人
【2年】
（法恩寺）
10’45’’

和田　侑晟
【2年】
（下長田）
11’19’’

坂本　悠哉
【2年】
（横　町）
11’12’’
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当
日
は
、午
前
10
時
30
分
か
ら
式
典

が
行
わ
れ
、齊
藤
一
孝
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長
の
式
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仁
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ま
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。
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催
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猪
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三　
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記
念
行
事
の
最
後
に
は
、新
成
人
た

ち
の
生
い
立
ち
・
当
時
の
恩
師
・
学
び
場

な
ど
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ビ
デ
オ
を
放
映

し
、当
時
の
懐
か
し
い
映
像
に
歓
声
が

上
が
り
ま
し
た
。

　

今
年
新
た
に
成
人
に
な
る
方
は
、平

成
元
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
2
年
4
月

1
日
ま
で
に
出
生
し
た
方
で
、現
在
は

町
外
に
在
住
し
て
い
て
も
出
席
を
希
望

し
た
方
を
合
わ
せ
て
34
人（
男
子
17
人
、

女
子
17
人
）こ
の
う
ち
24
人
が
式
典
に

出
席
し
ま
し
た
。

　

成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た
皆
様
は
、一

人
の
独
立
し
た
人
間
と
し
て
、社
会
的

に
も
法
律
的
に
も
責
任
が
で
き
社
会
人

と
し
て
の
地
位
も
与
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、自
分
を
見
失
わ
ず
、責

任
と
自
覚
を
も
っ
て
次
代
を
担
う
成
人

と
し
て
大
き
く
羽
ば
た
い
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

　

家
族
、学
校
、職
場
、そ
し
て
地
域
の

皆
様
に
見
守
ら
れ
、育
っ
た
新
成
人
の
こ

れ
か
ら
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。新
成
人

の
皆
様
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本年は、奈半利町で成人を迎えられたのは次の方々です。本年は、奈半利町で成人を迎えられたのは次の方々です。

奈半利町の発展に貢献でき
るような活躍をする

これからは、色 な々ものに目を向
けて、自分から胸を張れるよう
な大人として、成長していきたい

新成人の誇りを胸に、この
町で育ったことを忘れずに
生きていきたい

奈半利町では1月3日に

町民会館において成人式
典が行われました

成人を迎えられた方々に将来の夢や抱負について語っていただきました成人を迎えられた方々に将来の夢や抱負について語っていただきました

有
澤 

康
彦
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ん

濱
田 

真
史
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松
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高
さ
ん
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